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北茨城市平潟町における漁業地域の構造変容
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I はじめに

I -1 研究課題

1970年代からの日本の漁業は， 200海里体制の

実施による漁場縮小 石油価格上昇による漁業支

出の増大， また日本人の「魚離れ」による f1~，f!lIi低

迷なと¥漁業経営を巡る大きな環境の変化を経験

してきた(平沢， 1981) 特に1985年のプラザ合

意以降のP=jl寄は，水産物輸入の急増と魚住li低迷の

深刻化を招き， 日本の漁業経営そのものが危機的

状況下に立たされるようになった こうした江主主主

を巡る環境変化が，漁業を経済の 1=1二l心としてきた

地域に大きな構造的変化をもたらしてきたことは

言うまでもない.

地理学における治、業・漁村の研究は，長らく経

j斉j也理学の一部[1うとして構成されてきた 青野

(1953)は， r漁村水産地理学研究jにおいて，水

産地理学の研究は漁場である海域を主体とする1WJ

市と?，{{t村を主体とする1H1Ji菌の二方部があるとし

て，漁村の研究に際して 生産空間である漁場の

理解が重要であると主張したその後，薮内(1958)

による治、村研究をはじめ，漁業集落の発生や形態，

漁港の分布や立地 漁業地域区分のliH究が豊富.に

蓄積されてきた.近年では，漁港漁業の1iJlヲ，t(篠

原， 1989) や水産物流通の研究(篠原， 1991; 

林， 2001)，水産物加工に関する研究(波法ほか，

2006) ，漁業労働力やその再生産の研究(LL! I九
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2000) ，漁村の変選や空間tT心主にi刻する研究 (S3tO

et 31， 2002) なと¥1970年代.L-)，II判長々な視点から

特定地域の漁業や水産業が多角的に分析されるよ

うになった そして， 1980年代以降は，漁業が経

済事象である一方，文化事象でもあるという翌日解

から漁業者の環境白ぷi故や漁場利用行動の1H1JHriにも

注目が集まった(I:EI和， 1997;斉藤， 1998) 

以上みたように，地耳11学における漁業-漁村-研

究は， 1950年代の経j斉地理!学的な研究に始まり，

特定の分析視点や事象に立脚した各論的な研究が

中心的に蓄積されてきた 言い換えれば，漁業-

漁村研究は新たな論点や分析視角を取り込みなが

ら，それぞれのH寺代に応じた事象をより深く考察

する研究へと深化してきた傾向にあるといえる

しかし， 1970年代以降の lヨ本漁業を取り巻く環境

と漁業地域および漁村ーとの関係は大きく変化して

おり，これらの把握には特定の視点からの共時的

分析だけではなく 地域の変遷と地域を構成する

多様な要素の関係の通時的分析が重要となる ま

た，山内 (2004)が指摘するように，漁業地域は

沿岸漁業含めその他の漁業およびその関連産業を

含み何らかの形で、漁業に依存する地域を表すもの

で，その構造把握のためには地域を構成する様々

な要素を含めた相互の関係分析が必要となる

そこで本稿では，茨城県北茨城市平潟Il!Tを事例

に，漁家や11j1良人，宿泊業，その他関連産業の相

互の関係を通時的に分析することで魚、業地域の



構造を F!J~らかにすることを目的とする.研究の手

JII夏としては， まず漁業地域で、ある平潟IHJの変造-を

提示しその主要な構成要素である漁業者，イ中員

人，宿泊業の経営形態や展開を検討する そして，

平潟町の変遷とその構成要素の具体的な事例から

漁業地域平潟IIrJの変容と構造を明らかにする

1-2 研究対象地域の概要

北茨城市平潟IllJは，茨城県の北東部に位置し

東は太平洋に加し，北は福島県いわき市と接し

ている(第 l図). IllT内は，本IIJJ.井戸の入・東

の3つの地区で構成され， 2011年の世;出:数は784，

人仁!は2，102である IUTの地3F:をみると，港を除

く三方が丘陵地で取り閉まれており，丘陵地の侵

食部分と海岸部の狭小な平坦地に家屋が密集して

いる(写真 1).港を中心に放射状に広がる 4つ

の谷に沿って街村が形成されており，これら通り

の結節点に位置する本IllJが平潟111]"の中心地区と

なっている
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第 1Izl 研究対象地域
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写真 l 平潟町ーにおける港の様子

(2010年10月横iJJ~î計三)

平潟j巷は，寛永年1m0624~ 1643)に1iJ!台藩が

海運の寄港地として湾内のi三石を取り除き，築港

をしたのが始まりである その後，仙台藩と南部

落が白藩の年貢米を江戸に輸送するための東廻jり

航路を I~再発し平潟港は江戸と呉羽を結ぶ海運の

寄港j也として重要な位置を占めるようになった.

天然の良港である平潟港は，東廼り航路の繁栄に

よって廻船の風待ち-日和待ち，船荷の陸揚げ・

積み出し港として賑わい，多い年には年IMJ70隻の

廻船が平潟港を利用した.また3.@船の入港によっ

て，平潟IIITは米，海， ~失の!輸送結 Êi日点としての役

割を果たすようになり このことがII!Tに商業港と

しての経済発展をもたらした

しかし自然地形を利用した小規模な平潟港は，

明治維新以後の船舶の大型化に対応することがで

きず，出入船舶は大きく減少し海上輸送基地と

しての地位は衰退した 特に1897年の常磐線開通

による陸上11治送の発達は，平潟港における海上輸

送の衰退を決定的なものとしそれ以降平潟港は

j魚、港としての性格を強めていった 平潟港におけ

る漁業の特徴は底曳網漁、の卓越で、あり，多魚種か

っ高級魚種の漁業水揚げが現在で、も平潟港の漁業

経済を支えている

常磐線の I~jg通以降の平潟 I I!Tでは IHJの西方を南

北に縦断する包道 6号線が重要な線としての役

割を担っている. また， ]E常磐線大津駅までは

約 2km，常磐自動車道北茨城インターまで、約12km

と交通の使にも恵まれており，宿泊施設の利用や
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の観光客の来訪も多しい'. 1970年代から民宿を中心

とした宿泊施設が多く立地するようになり，名物

料理「アンコウ鍋」や平潟港温泉を観光資源とし

て，宿泊客や観光客を集めている

立 平潟町における漁業地域の変遷

漁業地域としての平潟II!Tの変遷は，大きく 3つ

のIJ寺}羽に分けられる それらは，底曳網漁を中心

に治、業に関する捺々な技術が導入されたことに

よって，漁業が urrの経済の l:jJ心となっていっ

た戦前から高度経済成長期にかけての「漁業発展

jmJ.次に大型jま曳売会の導入による漁業の最盛期

と，オイルショックによる燃料価格の高JJ議やレ

ジャーブームによる観光業の発展などi:El次ぐ社会

的背景の変化を経験した高度経済成長期以降から

1980年代までの fi魚、業拡大-変動期J.そして大

型の底曳網船の減少によって漁獲量が減り，漁港

としての機能縮小が大きく進展し始めた1990年代

以降からの「漁業縮小期Jである.以下T これら

3つの時期における漁業地域としての平潟II!Tの変

遷について述べ，平潟港の漁業が最盛期を迎えた

1970年代の土地利用と調査を行った2011il三の土

地利用から漁業地域の構成の変化についてみる

rr -1 漁業発農期(戦前~高度経済成長期)

平潟118'における漁業の変遷を第 1表に示した

天然の良港を有する平潟港は，海運の中継地とし

て近世より商業港としての役割を担ってきた. ま

た，風光明朗jな港の風景を求めて文人選客も多く

訪れ，湾に面する通りには船乗りを宿泊させる船

宿や，積出こを売買する71量船問屋.遊女j芸などが存

在していた. こうした平潟IHTに大きな影響を与え

たのが. 1897 (明治30)年の常磐線開通である

常磐線による陸 i二輸送の発達は，平iij港における

海上輸送の衰退と漁業への依存を強める契機と

なった 平潟港がH引をから漁業基地へと変化する

なかで，船宿や廻船1'1ーlJJ軍は旅館業を Ill{、とした経

に!伝じ漁業は底曳網漁を核とする形態へと変

化していった

もともと工F~潟港では. i合jギで、は海藻採集や探{地.

1殺釣りなとどが行われ. iljl合で、は手繰志向i，((J，、が行われ

ていた • :>JZigi巷に底曳志向Yf¥l、が伝;需したのは1887(1明

治20)年頃であり，宮城県桃irlJi;llの打淑i*Ii:Jによる

底曳網船が平infJ.1に入港したli祭に， これら漁J1J(~ と

装備を平潟港の漁業経営者に売却したことがきっ

かけである(北茨城市史編さん委民会. 1987) 

その{交打瀬市i司法i、はエ港で、普及したが大正初期

には漁獲不振にIlii!1った. しかし，愛知県浦和i地点

から船尾に!?丹口板を装備し水圧を利J=汚して網口を

第 l表 平潟IHTにおける漁業の変遷

平潟港における漁業関連の出来事 その他

1887 I打瀬絹による底曳漁が伝播

18971 日本鉄道会社磐城線(水戸一平)が開通

19021平潟町漁業組合設立 木

19151 関口較による底曳漁が伝掃し打瀬網漁から転換 造

19521 お|サンフランシスコ講和条約締結で母船式サケ・マス漁業が再開

19531 平潟村1で大前~~J，業株式会社の大型定置網操業開始 i 奈|常北旅館業組合が設立
19661 Ijz潟煉製品水産JJIl工業組合設立 7花

19ω|魚市場兼連絡峨所を設置 i船ス|平潟町で最初の民指が開業 |支

1970 I のタl可zig五浦氏託子組合が設立 i浴
導ン 1::.~:.・ iブ

19731 入ト I1l1'H次オイル、ンョック 1 i 

19771北転船経営川mしくなる vm200海里規制開始 +ム
19791大型船による操業のコストが高まる レi第2次オイノレ、ンョック

19881 化底1;'1¥磐自動車道北茨城IC供用開始 lグ
11示曳Ih-e A r iル

1993 1 廃船 I~信協誌が「どぶ汁J の提供日fl始 i 
の1_. ブ

20021 町、|アンコウ鍋看板の設依 t i 
20051 型1rアンコウのブランド化推進委員会J結成 ム

(北茨城市誌編纂委員会(1987). 三浦(1996)および「水産茨城のti土みJ各年版により作成)
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開く以東底曳封切立が伝わったことで， }I11合底曳船

とその水揚げ量は大きく増加した. t-)、東底曳網船

は，関口板が木製であっため板底曳網船とも 11乎ば

れ，大正初期から第 2次世界大戦前にかけて急増

し平潟港における漁業の中核を成すようになっ

た(写真 2) 一方，漁獲能力の高い板底曳網船

の増加は磯付漁場の荒廃を進行させ，沿岸漁民の

営む小2，I;~!!lijJ力漁船や磯釣りの船，採純などの経営

が困難となり，沿岸漁民の中には底曳網船員へと

なるものが増加した

第2次世界大戦後になるとグローエンジン(焼

玉エンジン)からディーゼルエンジンへと技術

発達が進んだことで 戦前には20t程度であった

板底曳網船は40tにまで大型化した これにより

漁獲量も同時に増大し， 1955年における平潟港の

漁獲量の約90%を底曳網漁が占めるようになった

(北茨城市史編さん委員会， 1987). 1950年代は底

曳*1切なと小型船による沿岸漁業に加え，かつお

まぐろjtlo，サンマ棒受船，北洋生ij鱒船など新たな

漁業経営体が現れた!F;f-Wjで、もあり，これは底曳網

漁の飽和による経営層の分解であったと考えられ

る.工IZ潟港における漁船数の変遷をみると， 1950 

年代から動力船の導入が大きく進み，漁船数が減

少する一方で、各漁船は大)J;;!化をしていったことが

わかる(第 21~) また 平潟港には1950年代に

は定置網が5ヵ統操業しており，富山県の氷見市

や新湊市，岩手県などから多くの乗組員が平潟港

写真 2 平潟港における木造底曳船と港の株子

( 1111 キ1140年代武子氏1Îi~影)

に働きに来ていたという

j魚、船の大型化に伴い，底曳網船の導入にはより

多くの資本を必要とするようになった そこで重

要な役割を果たしていたのが，多綴の経営資本を

投じて底曳網船を運営する船主である 平潟港の

底曳網漁では，船の経営を行う者と実際に乗船し

漁業を行う者は別であり，前者は船主，後者は船

長や船方と呼ばれる船員であった 平潟港におけ

る船主のうち，!?号き取り調査により i明らかになっ

たものを第 31zJに示した.これら船主は現在操業

している者と操業を停止している者に大別され，

その経営変遷から戦後の平潟港における底曳網漁

の変化をみることができる.過去に操業をしてい

た船主は， もともと付1買人や齢員など治、業関連の

職種に就いていた者が大半で，中でも比較的資本

を蓄積した者が昭和初期や終戦後を中心に，独立

して経営を始めたとみられる

このように，船主によって底曳網の経営が盛ん

になり，木造の板底史網漁を中心とした漁業が31三

成されるなかで，これら水産物の流通を担ってき

たのが海産商である.古くから東京の市場と取引
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u:)左111111は干潟港の重量別漁船数，イミjl!illlは茨城県の漁

船総数を示す

第21z1 茨城県及び平潟港における漁船数の変

選 (1953~2003年)

(;m，業センサスにより{乍成)
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1'1三代
Aゐ職複数船 船主の

no 主なj丘曳船の操業 所有 11討始Il寺期
。i1i考

1960 1970 1980 1990 LOOO 2010 

仲買人 B?J，和初期

2 11 |法廻り 終戦後

3 

4 O 

5 1111 O ;]ヒ il~ミ船を 1995{ì三まで操業

梯業停』を上

6 O 

7 船頭 O 明治Wl 北il¥三船を200711三までJ終業

8 船員 。11日和初期i

し 9 |出廻り O 1l?J，干Il初期!

10 1111賢人 O 明治~大iEWI~ヒ転船も;漁業
三五 11 船員 11日平IJ初期

12 1rtl資人 i昭和初期

13 {中賢人 O 1950:Q三t頁 遠洋トロール・北II(;:;}~{~も j終業

1/1 1111突入

15 仲買人 O スタン船の後小型底曳を険業

16 船員 終戦後 巻ーさ網船をJ終業

17 1980{j三代 小型底l丸から船主を始める

18 船頭 1950{Fe代 縫災により険業停止仁1]

1950{j三代

Jヰコ粂サいミ:

19 

船員20 1987{i三 船三J::とA合ITUを旅jなる

21 1 992{j=. 船主と船頭を兼ねる
船中σ3〉5 

22 一 岡崎 i.(('，家 200'I{j三

23 -<-船頭 2007{1三

幽盤鑑識本i;l1Hf'丸由民の操業 III!'行i定されるスタントiコール船への移行11与WI 醐鐘盤。スタントロール奇心のJ漁業

1111 :Hi定されるスタントロール船の終了lIilWI 由 由 一 円l'合・小型JiflJ.!，il{W)険業 ッ~çml!データなし

it 1 )戦前の船主の I~~J始時期は推定である

注2) I~手廻りとは港の水揚げ11寺の i注上作業などを行う 1:1:事で、ある

第 31i{] 王子潟II!J・における船主の変遷

のある平潟港では，五十集と呼ばれた海産商が近

世から存在したが，その数が増加したのは平潟漁

業協同組合の設立と海産防組合が発足した戦後で

ある.平潟lをにおける海j主砲の業務は，港で、水揚

げされた魚介類を入札によって購入し，それらを

主に関東地方の市場に向けて出待することであ

る.海:産商組合が設立された年次は資料を欠くた

め不明であるが，現在の海産商組合は平潟港に市

場が開設された1949:tjミに頃に設立されたと考えら

れる

一ブ方J. 底ま曳t制綿|問号によつてj漁魚j獲斐される1様栄々 なf魚な干磁重を

力加加i打i工により製iJi品i

でで、ある 彼らは第 2次i世世封立:界大i戦i段支射{後麦のスケソ 1ウ7ダラ
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機となって増加した.終戦後の加工業者は，いず

れも秋から翌年春までの季節を限定した小規模経

営であった.その後. 1955ij三に平潟水産食品工業

協同組合が結成され. 1966年から1967年にかけて

練製品水産加工協同組合と煮ダコ製 111~!11J[]工協同組

合が結成されたことで加工業者の数も増加して

いった

1[-2 漁業拡大・変動期(高度経済成長期以

降-----1980年代)

1 )漁業地域の変遷

j哀史網船は1970年前後までは戦後に大型化が進

行した木造の板曳船であったが，高度経済成長期

以|埠になるとスタントロール 1iJ(:~と 11乎ば、れる 50tj包



?，~~，獲高の推移(第 41玄])をみると， 1985年からNJ

合底曳船の漁獲高が減少するなかで，代わって小

型底曳船と 5t未満の小型船の漁獲高が増加して

おり，沖合底曳船が縮小-分解期を迎えたことが

一方で，船曳*1習を中心とする小型加の増

定置網で治、獲する魚種の稚魚の乱獲に繋が

1980年代からの定置網漁業の漁獲減少の-1z;1

また，イワシ，サバ，カツオ，

などを漁獲していた巻網漁業も 1980年代末で経営

をヰIJlこした これらのことから，平潟j巷における

漁業の転換と縮小が始まったのは1980年代である

といえる また，平潟港における漁業経営体数も，

1960年代から減少に転じ，スタントロール船全盛

期の1970年代後半に僅かに増加したものの， 1980 

年代前半から再び大きく減少した(第 5[~]) 

一方，平潟港の漁船数は， 1970年代から1980il三

代にかけて，小型船が大きく増加し 1980年代後

半から20t以上の大型船の減少が著しい(第 2l;g]) 

第2次世界大戦から動力船の増加が進んだ平潟港

漁船の大型化は1970年代後半までに

わかる

力IJは，

り，

となった
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の鉄製大型船の導入により漁獲量が大きく増加

し 1970年代後半の平潟港における治、業の最盛期

を支えた(写真 3) スタントロール船の乗組員は，

宮城県や新潟県出身者が多く，廃業した定置網か

ら乗組員に転じた者もいた

第3@の船主の経営をみると，

船の導入が1970年代に大きく進んだことがわか

また，全国的に進展した1960年代からの漁船

の大型化と遠洋化は平潟港でも同様であり，船主

の中には経営を多角化し底曳船に加えて， ~I ヒ

転船や遠洋トロール船の船主を兼ねる者もいた

(no5， 7， 10， 13) こうした遠洋化の背景には，

タントロール船の導入による底曳網船の過剰増加

と急激な漁獲量:J:i;g7JIIがあり，資源のtj渇と減船に

よって遠洋化が殴られたと考えられる 平潟港に

おける遠洋トロール船は，アフリカのラスパルマ

ス(カナリア諸島)でアフリカダコやモンゴウイ

カを漁獲し ~Iと転船で、はロシア近海でスケソウダ

ラなどを中心に漁獲していた. しかし，

大型船も 1980年代から減船の対象となり，

業は次第に衰退した.

以上のような， 1970年代からのスタントロール

船導入による平潟港の漁業最盛期は長くは続か

ず，オイルショックによる燃料価格の高騰や，漁

業従事者の高齢化により 1980年前後から沖合底曳

船の休廃業や小型化が進行した 平潟港における

ス

こうした

遠洋漁

る
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al)右ijilhは沖合底曳網守で、それ以外は左illill

注2)廻船とは他F佳からの寄港j:!Hを指す
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潟 jをにおける漁獲高の推移(l985~

2009年)

(ドFiM{魚11.弘jま曳i.(il，、獲高級Jにより作)iX)

第 41;g1
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王子潟港における木造底曳船とスタント

ロール船

武子氏1J計三)(11日平1140年代
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数の推移 (1953~2008年)

(漁:業センサスおよび、「沿岸漁業i臨時調査」により作成)

終了しその後は19t未満の;qJ合底曳船や15t未

満の小型j弐曳船. 5t未満の船曳船がt出!JIIするな

ど漁船の小型化が進行した

漁業関連産業に日を向けると，スタントロール

船の導入によって漁業の最盛期を迎えた平潟港で

は. I~! 港での入札・出荷に依存する海産商の最盛

期も 平巷のj魚船数-漁獲量がI削1]1]した1970年代

であった‘平潟港における行商-加工を含めた仲

買人の数も. 1970年に 106名いたものが• 1980il~ 

には86名に. 1989年には76名にまで減少した. ま

た，加工業者についてみると，繰り物の加工業者

はもともと王子潟港で水揚げされた雑煮I、を利用した

かまぼこ製;造を行っていた. しかし. 1970年代後

半のオイルショックと200海里規制により加工j京

料が高騰し輸入原料導入の契機となった 一方，

煮ダコ製造を中心とする加工業者は，原料を平潟

港で、水揚げされるタコに依存してきたが. 1960年

代末から極洋水産やニチロといった大手水産会社

の遠洋トロール市川τアフリカ;1¥1で捕獲する原料を

使用するようになり，輸入タコの割合が増加した

またスタントロール船の導入は，加工業者に

とっては加工原料の減少という事態を引き起こ

し経営問雑化の-I~l となった.すなわち，ス

タントロール船の導入によって魚i洋や階、場を特定

し漁獲魚種が限定されるようになったことで，

結果 I~I守に加工原料カサ戒少したためである 1970年

代後半以降成業する加工業者が増加するなかで，

経営継続をする業者は. Iっ港で水揚げをする魚、か

ら安価な輸入産原料への依存を高めるようになっ

た

オイルショックによる漁業や関連産業への影響

は，高度経済成長期からのレジャーブームととも

に平潟港における民宿の開業を促進した 民宿の

開業は高度経済成長期から1970年代末にかけ'ての

開業が多く，隣接する福島県勿米海水浴場への観

光客の増加によって，当時は一般の家庭でも索い

ている部屋があれば客を泊めるほど観光容で賑わ

い，民宿の需要が高まったという 三浦(1996)

は，民宿業l~，~業者の構成について，最も 171 く 1960

年代に開業したのは11¥1良人や行商人であり，漁i'Jjji

が参入したのは 1970年代以降としているーその J~'ll

EIJとして，漁nfliは禁漁W]li¥jであっても他港へ水陽

げすることカfできるカ 1r111"t人は}古住地の港でし

か1LjJ民の権利を持つことができなかったために

に最も労{動力に空きがあった1t]11¥l人が初期jに

民宿経常に着手したことを挙げている 1980年代

以降になると，大ll;:!底曳網漁船のJiH:l::tやげJ):iY(~ iiX'iも

民宿経営に乗り出したため. 1980年代前半は平均

IIlJで最も民宿数が多く 漁業e と兼業で行われる小

規模民宿や，民宿業を専業とする大規模氏自が共

存していた しかし. 1980年代後半以降は，漁獲

量の減少なととの影響もあり 民宿は経営者の努力

などの速いによって自然淘汰されていった(三浦，

1996) 

2) 1970年代後半の土地利用

第 61~1 には • 1979il三の平潟111]咋i心部の商工業者

の分布を示した ここからは，平潟港が漁業の最

盛期を迎えた1970年代末の漁業地域の構成をみる

ことができる 1970年代後半における平潟IIIT中心

部の居住者は，その大手二が許j工業従事者および会

社や役所などに勤務する住民であった 現在の土

地平IJnJと比較すると，住宅などの建物は現在と!可

様に工IZ潟 j巷から N~îT!J:î に向かつて分布していた. ま

たー本Il!T地区を仁1:1心に商業機能が集積しており，

特に平潟港から:1ヒに111:1びる道路に沿って多くの応

-7-
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第 61毘図玄羽11ω97叩o:q年1:'三代の平i潟月i問11町i口JI仁司中千干ヤj:コi川J心L心、部におけるTI陪商?存詰ミ話i工業者の分布

舗が分布していた 1979年の平潟町中心部の商工

業者数は， 47であり，そのうち食JFlが13，呉服-

FI=J Ill~~1 が 5 ，理美容が 4 ，旅館・飲食活が13，その

他 8 であり，運輸が1，漁業が1，そして食 Ill~ll}J [I

工が2である.そのほか駐在所，農協も平潟IIITの

I~二1 ，心部に立地する

次に，平潟町中心部の商工業者の特性を述べる

まず，食品であるが，これらは主として生鮮食料

品や泊ーなどを取り扱う食料で、あか大半が本

IHT地区に立地している. また，呉服.)=FJ Il~ll ならび

にJllI美容なども本IIIJ地i玄に立地しており，生活関

連の業務機能が平潟町の中心部に集積していたこ

とがわかる.一方で旅館・飲食)百は本[1庁地|玄の一平

潟港に隠した通りに集中して立地しており，こう

したサービス関連施設が港湾を利用する人々の往

来と関係があったことがわかる. Ij行き1i文りによる

と，港湾付近の旅館では，一般宿泊者の他に，大

型漁船の乗組員である総長，機関長，通信士ら高

級船員を対象としたliH修や宴会が頻繁に催されて

いた 同11寺に，平潟港に罰した通りには在

で最後まで遠洋トロー jレ船を操業していた漁業会

-8-

(lii'J き llY り調査および1979年住宅地I~I により作成)

社も立地している.その他 船に搭載する船舶Mi

線を取り扱う電気J;g， ?f~t具を取り扱う金物屈など

も平if.j港に近い位置に立地していた e

1970年代後半の平潟町ーでは，食料苫， Jlll容j苫，

洋品j苫，食堂なと1ミ活に密着した商業機能が現在

よりも盛んであったことが伺える. また，漁業関

連施設や加工業者なととも現在より多く立地してお

り，漁港としての機能が現在よりも卓越していた

ことカ汁っかる

立-3 漁業縮小期 (1990年代~現在)

1 )漁業地域の変遷

1990年代以降の王子潟港では， 20t tj、仁の漁船を

I:jこi心に漁船の総数が大IIJmに減少し漁業経営体の

減少，船主の相次く"J~~業など平潟町の ?f~l，業が転換

期を迎えた.平潟IIITにおける操業中の船主をみて

みると， no19を除き， 4 戸 (n020~23) はいず

れも 1980年代以降に船主となった経営体である

これらは経営難や後継者不足で廃業する船主から

権利や許可証を購入するなどして派生したもので

ある現在操業 i干i の船主は，すべてお~19t の沖合・



小型}哀史船を経営しており，平潟港における底曳

網漁、の担い手となっているこれら船主の中には，

船頭として自らも乗船する者がおり，かつて分離

していた船主の経営と漁業操業は，漁船の小型化

の進行とともに兼{壬されるようになった.

漁業が産業としての地位を低下させるなか

で，平潟IllJでは観光業への依存を高めてきた レ

ジャーブームの終駕とともに海水浴客が減少し

代わってバブル経済の好景気に押された近隣市IllT

村からの企業宴会客が増加するようになった.ま

た， 1990年代より全国的にご当j也グルメがa目さ

れ，平潟 IllJ牟のアンコウ鍋がテレビや新'~fJに取り上

げられるようになったことで，冬季の宴会客がさ

らに増加した.底曳網によって漁獲-されるアンコ

ウは，平潟 I I!Tではよそい，MJh~mf~=tとして取り扱われて

きた.アンコウがご当地グルメとして脚光を浴び

たことで， 1993 i:j三頃より民宿協会では Ý，\{~lim料理で

あったあんJFFを多く使用した「どぶ汁Jも観光客

に提供するようになった， 2000年には平潟IUTで

民宿-旅館業共通のアンコウ宣伝者板を作成し

PRに取り組んでいる(写真 4)

アンコウへの需要が高まったことで¥2005年 8

月に茨城沿海地区漁業協同組合連合会や各漁協.

茨城県などにより fアンコウのブランド化推進委

員会Jが結成され，同年11月より茨城県産アンコ

ウを証明するタグが作成され，他地j或との差別化

が I~l られている アンコウを漁獲する茨城県の

漁業者は 5t以上の底曳網荷台を経営する22名であ

り，平潟港からは2009年10月で 7戸が登録してい

る 1980年代以降，平潟Ill]'では底曳網船の小型化

と漁獲量減少のなかで，観光業への連携を高めな

がら，漁獲魚種のitJj付加fllli値化へとその利用が進

展した

2) 2011年の土地利用

現在の平潟 111]・の土地利用をみるとjJ， fの}~(を

指摘できる(第 71玄1) 漁業関連の立地では魚

家の立地数は23であり，そのうち15が東地誌に集

仁1:1している. また，本118'J也 1;>C~が 4 黒 mrJ也i玄が2

で続き，その他の地区への立地は 2である1'l1京

地区および井戸の入地!玄には立地していない 一

方，仲良人では，海産173jの立地数が28で、ある.こ

のうち，井戸の入地!支が9，京地I.Kが 4，本IUT地

区および累計i地区がともに 3 その他の地Ilへの

立地は 9である 漁家の集住する京地誌に隣接す

る井戸の入i並区において1'11良人の集住傾向がみら

れる.一方の行商人は，平潟IIIT内のSl.J也数は 9で

あり，そのうち東地区が3 本IUT地 I)(~ およびp:~im

地区がともに 2， 1'1 1京地ばおよびM~im地区がとも

に lであった.加工業者では 全9のうち:)1:戸の

入地区で 5，1'11東地区で 2，本IIIJ地以およびmirn
地区がともに lである さらに，民宿の分布は，

全24のうち井戸の入地区で 9 本111]'地区で 5のほ

か，長浜地区に 6となっている.平潟11汀では，土

地利用として住宅の占める割合が高いが， {，((!，家が

卓越する東地区以外においては， i.f>尚之.海産i出，

行時i以外の住宅が多くを占める 平潟港から離れ

た，鹿ノ j京地i玄， iJ{道地区は住宅地となっており，

それら住宅のなかには，漁業関連で、ない職業に就

く治家の子怠もいた

このほかに，漁業地域を形成する土地中J)干!とし

て，次のものがみられた 漁業関連施設では，平

潟港北側には，漁業1Zh向組合事務所，水揚げ場，

卸売'r!:n訪製氷工場が立地する.また湾を115(り

i主!むように，漁船ならひ、に遊漁{;lOが係留されてい

写真4 平潟II!Tの特産物アンコウの宣伝看板 た.さらに，卸売市場の西側には， 1'1 1 買倉庫と i/~!，

(2010{1ミ11月 市)11撮影) 業協同組合の燃料タンクが立地する.そして，湾
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最奥の陸上は底曳網の修繕場となっていた.漁業

関連業者では，無線販売j苫が井戸の入地区に立地

するほか，運送業者が2社立地する また，鉄工

所が3社立地する 開き取り誠査によると，これ

ら鉄工所は1990年代までは，船製造業者の特約}苫

などとして，船の修理を主たる収入源に生計ーを立

ててきたものの，現在は漁業関連の業務が減少し

たため，他の仕事を請負ながら船の修理も行って

いる.また，工務自・建材活が立地しており，木

船が鉄船に置き換わる前のi時代には，船大工をし

ていた このように，数を減らしながらも，漁業

関連の土地利用は，依然として王子潟港に近い地区

を中心にみられた

商業施設では，全23のうち本町地区で11，井戸

の入地包で 4，東地区で 2となっていた. この本

IHJ地区の賄業施設11のうち 5が寅1mり品を取り

扱う広告iHである また，郵便局や農業協同組合の

支所も，同様に本IIIJ地区に立地していた

国道 6 号沿いでは，海産物販売)2~ もみられる し

かしながら，常磐自動車道の延伸による国道利用

者の減少の影響を受けて，廃業後に空広告iHとなっ

たものもみられた.

以上をまとめると，①泊、家の東地区への集中は

以前と変わらないものの，その子患に関しては近

隣の住宅地への居{主も見られること，②海産高，

力11工業者および民宿といった伸長1]し関係者は井戸

の入地区に集まり，数を減らしながらも存続して

いること，①鉄工所や工務);5. ill1オj苫など漁家を

相手にしてきた業種では取引先を変えながらも依

然として立地していること，④平潟IIITにおける高

次の賄業機能は引き続き本IUT地i玄にあることがわ

かった

E 平潟町における漁業経堂の展開

ill-1 平潟港における主な漁法と漁獲魚種

工jZi~#J i在のiHI、業は，沖合-小型!底曳船を用いて操

業する底曳網漁が漁業の仁円安を成しており，漁獲

魚種はカレイ， ヒラメ，ヌケメダイ，アンコウ，

アジ， タコ， イカなとと多 f1~{、極にわたる(写真 5)

平潟港の底曳網漁には， 15t船による小型底曳網

写真5 平潟港における底曳綿船

(2010年10月 Tli)1111&1;三)

と 19t 船による ;I~]合底曳網があか小型底曳網は

茨城県NIの水深60~150mの漁場， ;'11合成曳網は

茨城・福島-千葉県iljlの水深約150mの大陸棚が

主たる漁場である 平潟港における底曳網漁のi魚

j明は 9月から翌年 6月までであり，魚介類が産呼11

i時期を迎える夏季は水産資源保護の観点から休i'(~1，

~t)j となっている

;111合-小型!底曳網漁は 海底に生息する魚種を

対象とするもので，網の先端部にはオッターボー

トと呼ばれる関口板が装備され，船の推進に伴う

水j王を利用して漁網を広げる仕組みになってい

る この I~I~ 1二i板を使用する沖合底曳締漁は板曳網

漁業と呼ばれ，漁獲能力が高いことから千葉-茨

城-福島県の沖合でのみ許可がされている

沖合-小型底曳網の漁業許可証は，農林水産大

I~i より発行されるプミ eiR9二可と 県知事許可の 2種

類がある 県知事許可の操業区域が茨城県に限定

されているのに対し大I~~許可では福島・千葉・

茨城県の 3県に区域が操業可能である 沖合成曳

網漁の漁船は全国的な過剰増加を受け，現在では

;11]合底曳網漁の大臣許可証は新規に発行されるこ

とはなく，許可権利を所有する漁家が廃船や引退

をする際に譲渡するしか入手手段はない また，

他人間での許可証の取引が禁じられており，その

権利委譲には許可の譲渡者と譲り受ける者が l年

!日]共同で漁業をしその後許可の譲渡者が漁業を

引退することで許可証の権利が委譲される方法が

ハ
U

1
i
 



ト
4

住
宅
(
漁
業
関
係
)

工
業

公
共

施
設

総
漁

家
臨

水
産

加
工

業
m

学
校

口
荒

れ
地

際
~
;
毎
度
際

臨
謹
腕
紫

~
郵
便
局

要所

感
S

行
商
人

露
草

工
務

庖
建

材
底

~
;
高
防
署

巴
ヨ

港
湾

施
段

住
宅
(
上

~è
以
外
)

醸
翠

漁
業

関
巡

製
造

業
公

民
館

コ士
二道
路

§ミ
S

一
般

住
宅

醸
謹

そ
の

他
~
包
爆
関
係
機
関

11
'¥
'¥

急
傾

斜
地

盤
i也

R
集

合
住

宅
商

業
~
そ
の
他

i三
三
水
域

空
家

騒
欝

衣
類

呉
服

宗
教

施
設

会
話
等
路
線

蕊
翠

鰍
;

魚
異

納
屋

麟
議

開
尽
~
棋
の
墓
地
を
含
む
)
一
一
県
界

サ
ー
ビ
ス
業
(
宿
泊
施
設
)
麟
翠
祭
・
化
粧
品

神
社

一-
-

ll
lJ
了界

日脚
i闘

機
食

料
品

(
問

)
悶

悶
(

闘
付

き
)

東
跡

地
震

に
よ

る
建

物
僻

m臨
~
旅
館

欝
議
食
料
品
(
そ
の
他
)
~
そ
の
他

[二
二!
全

i裏
(
主
に
津
波
に
よ
る
)

鵬
ペ

ン
シ

ョ
ン

機
糊

図
糊

口
一

昔
前

提
壊

拡
都

企
業

保
務

所
麟

議
釣

り
具

そ
の
他

サ
ー

ビ
ス

業
(

上
記

以
外

)
際

議
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
仁

コ
空

i也

i鵬
~
~
蹄
美
容

機
譲

そ
の

他
臨

時
巴

コ
公

鼠
緑

地

鵬
盟
問
後

l苅
畿

議
そ

の
他

綴
寄

り
品

E
コ

駐
車

場
¥

)
 r
"f 

一
一

m~
棚
不
動
産
業

仁
コ

改
貯

の
土

地
し

ノ
ミ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

j苫
業
務

「ご
1

焔
i也

:.
..
.-
.-
-.
-.
_.
; 

己
J

家
菜

闘
を

含
む

)
二)

，
/
¥
 ¥. 

Illi
罰
1lli

娯
楽

施
段

騒
騒

漁
業

関
連

繋
務

所
じ

コ
林

地
，

)
 

~
\
ー

l
i四

期
間
飲
食
尽

騒
騒

そ
の

他
、
必
〆
~
点
:

叫
ミ

¥
〈
ユィ

応
三
三

J
ι
)

!h
Tれ
と茨

J
ヰ
(
県

北
茨

城

調
査

地
域

位
霞

関

@
附

地
栃

一
一

訪
問

木

=
主

関
誌

抵
毘

賂

C
土

利

l
大

》 二 γ ! 噌 レ し 1 j

k ド m m 4 4 悶 仰

第
71
ZJ

平
潟

町
に

お
け

る
土

地
利

用
(2
01
1
年
)

(
現
地
調
査
に
よ
り
作
成
)



とられている 2年間許可註の権利が委談されな

い場合は，権利は医iに強f!ilJ的に返されることにな

る

底曳網漁に次いで平潟港で盛んな漁業は船曳網

漁で、ある 船曳網は，茨城県沿岸部を 1:1:1心に行わ

れる 船曳網漁、の漁Hnは3月 i二句から翌年 1月下

旬までであり，盛漁期は 4月から 6月までである

船曳網船は 5t未満で、あり，漁業許可証は県知事

である(写真 6). 船曳網漁は，魚群の発見

と同時に投網場所を定め，潮流に従い旋回しなが

ら曳網を行し¥その後船を停止させ揚志向を行う

i，{{1， ~斐f主主Eはシラスやコウナゴ， シラウオなとやの小

魚が中心で、ある. これらは水揚直後に加工が必安

であるため，加工工場が立jiliする大津， JIIJJL，勿

来， IJ、1=1jJl~ ~こ輸送あるいは水揚げされる

5t未満船で行われるその他の漁法としては，

カツオやメジをi.foI't3i11するトローリング，サヨリを

漁獲するサヨリ i，{，卒、，釣り餌等に使用されるエビを

捕獲する館曳網漁， タラをt:j:1心とした延長Ilii'((l"観

光客を相手とした遊漁船によるノ¥ナダイ釣りや五

百釣り漁などが挙げられる.なかでも遊漁、荷台によ

る釣漁は，縮小Jmにある平潟IIITの漁業にとって，

首都箇への近接性を活かすことができる漁業形態

である(写真 7)

そのほか平潟港には， I年金荷台」と[l乎ばれる 1t 

程度の小型掛で;it;l，を行う高齢者がいる この小型

非合では， ヒラメ， メノてル， カツオ， メジマグロな

6 エF~?烏港における船曳志向船

(201OinO月 市Jllimd;三)

どの一本釣りが主に行われている

王子潟港の漁獲f:i?，、種を;::])JIjに撃理したものを第 8

lilに示した.水持拡では12月，次いで休漁期の明

ける 9月が最も多く，水J若者)[は 4FJ，次いで12月

が最も高い 魚種別に水揚げが:と季節変化をみる

と冬季に漁j斐されるイカ類が水揚水揚額と

もに多く，その他ではシラス， ヒラメ，カレイ，

アジ類などの漁獲が多い. 単組IIでは，アンコウ，

ヒラメ，カレイ，マグロ.スズキなどがおい.そ

の他に分類される f~\樟としては，冬季はメヌケダ

イ，マダラ，スケソウダラなどがI~I:I J心で， 3 ~5 

月ではコウナゴの漁獲が多い.

第81玄lによると平潟港では，シラス，マグロ類，

スズキ，カツオを|徐き，いずれも ;tjl合・小型!底曳

網による漁獲であり，夏季を除いて周年(I'Jに多株

なf4!、極が水;おげされていることがわかる. また，

船曳網漁での仁!こ1心 (I~ な i/(\、獲 fí，cH(で、あるシラスは，

5~6 月の王手シラス 8 月 ~11n の秋シラスの 2

}切に分かれている

以上みたように，三j7. WJrJl で、は ;tjl 合-小 7!;~!J氏曳網

漁，船曳絹泊、が1:1:1心的なim，、法で、あかそのほかで

は首都圏からの高速道路によるアクセスが良い1

j也条子!こを活かした遊漁船漁が特i~!x l' lせである

ill-2 漁業者の経営形態

2011年におけーる平潟漁業協同組合の組合員は

115名で，登録されている漁船数は約50隻である

7 遊漁船に乗船する釣り客の様子

(201Oi!'-1l 月水j急1M);三)

司
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第 81~1 平潟港における )'=J;JIj7](i会高 (2009年)

注)魚種ごとの)1~Ij水揚最の割合であり. 1%以下は除外した

(北茨城市役所提供杓2:)))(:21年度水産物(産地) 11文抜高月例報告書:j により作成)

これら組合員のうち世帯構成が判明したものを第

91~1 にまとめた I~I に示した全37戸の漁家を，漁

業の種類と船のトン数から. irjJ合・ノト7Jとuま曳d{t.

小型船曳漁，小型船-その他漁の 3つに分類した

これらのなかで，小型船曳f，J(}を経営する漁家が

62% (23戸)と最も多く，これらはiljl合底曳網漁

の衰退によって，廃業したiljl合底曳船の船員達が

個人経営として船曳船を操業した者が多い.小型

船曳jf卒、のうち， 11隻は船曳縮専門の船であるが，

7隻は船曳網と遊漁船経営を兼ねた船であり. 2 

隻はタラ延縄漁を兼ねた船で、ある また，遊説~1J1JØ

のみを専iヨIJに経営する船が3隻存在している 労

働力をみると，船曳網の経営では，後継者が多く，

比較的若年の労働力が多いことがわかる一方で，

船曳網漁、以外の漁法を行う船では，労働力の高齢

化が進んでおり，後継者が少ない.世事構成でも，

船曳網漁で、は. 20歳代の息子・娘夫婦との向居が

多いのに比べて，その他で、は壮年~高齢の独j苦i社

帯が多くみられることが特徴である

ìrjl 合-小型jま曳船は，大 I~~ ~9二可で操業する 19t

級の沖合底曳船 (3戸)と，県知事許可で操業す

る15t級の小型底曳船(3戸)に分類される.こ

れらは若年i立代と壮年世代による家族経営を基本

としながら，雇用労働力を加えた 3~5 人の乗組

員によって行われている.彼らは，経営規模と漁

獲量が大きく，平潟港の特色でもある高級-多魚

種の魚の提供を担う存在である

小型船-その他船は， ヒラメ，メバル，カツオ，

メジマグロなどの一本釣りを行うもので. 60歳代

から70歳代の高齢者が中心であるが，そのJ上'1?ff'l，日

数は少ない これらは平潟港全体で15隻停泊して

いるが，現在操業していない者も多い.いずれも

漁業の後継者は存在しておらず，世帯主が漁業を

引退した後に，船を売却し新たに小型の 1t船

を購入している場合が多い.彼らは年金を主な収

入源としており，漁業は趣味を兼ねたものとなっ

ている

以下では，工IZ潟港の仁1:1 心漁業で、ある ìljl 合・ /J\~;!

-14-



番 !並行干構成 緩Jil 漁船

~20代初代 10代 50代 60代 70代~ 労i!fVJ力 トン数 )お力
漁業のfifi類

合~ I ~ 
Ox Oム 畿ム 2人 19 160 沖合底曳網

争ム 3人 19 190 沖合Jjl曳網

ー..ム
@ム !人 19 160 沖合成曳網

型底百虫H 

4 @ム 18 110 一本釣り・遊魚船

5 畿ム ム 1人 15 160 小型Jl王曳網(15t) 
、ノヘ/ 争ム 4人 15 585(kw) 小明庇!免網(15t) 

7 要参.x @ム 15 515(kw) 小型Jl主曳網(15t)

8 ム 曜参 4.9 90 船lJt網

9 v ノ¥x¥ 毒事ム 轡 ム '1.9 90 船曳網

10 × @ム 争ム 4.9 90 船曳網

11 x¥x¥ @ム ⑫ム 4.9 90 船iJL網

12 xx @曜襲 .1.9 90 船曳網

13 .x @ム Oム 4.9 90 船iJL網

14 xx 傷ム 争ム 11.9 90 船IJU4号
15 xx @ム 11.9 90 船曳網

16 ¥ノ¥ノ ⑫』邑 1.9 90 船 1丸網

17 @ム @ム 1.9 389(kll') 時Ü~丸網

型船挽虫

18 xxx .A邑 4.8 90 船iJL網

19 .0 畿ム 1.2 90 遊魚肉(}・船i丸網

20 @ム 1.9 80 その{むのがj

21 曜診 @ i 人 1.9 90 その他のがj

22 xx •• ム 4.9 90 はえなわ

23 @ム 11.9 70 そのfl色の釣

24 争ム 1.9 70 そのiIむのがj

25 @ム ム '1.9 90 その{むの釣

26 × 。ム @ム 11.9 90 小型!庇~網 (51)

27 @ @ム 1.9 90 その他のがj

28 曜診 11.6 ノト ~I;~J必0:!.桝 (5 t.)

29 @ム 1.3 60 その{也のが]

30 vノ¥x¥ @ム 4.2 90 

船小7一ff一j 

31 ム @ム 2.'l 15 その{むのがj

32 O 護審ム 1.:3 25 その他のがj

33 Oム @ム 1.1 :35 その他のがj

{そぴ挽也〉

34 @ム 1.1 15 その他のがj

35 O @ム 0.6 25 そのilむのがj

36 ム @ム 0.6 25 その{むのが]

37 ⑮ム 0.5 25 その{むのがj

× 学生・子i共守: データなし

⑩漁業従事者(男性) .À漁業従事者(女'~J:) 0 ・ ~j"漁業従事者(男性) ムゴjo漁業従事者(女性)

第 91~1 平潟町における漁業者 (2011il三)

注)船の並びJlll~ï はトン数JII~fである

底曳網漁，小型船曳漁の経営事例について述べる

なお，小型船-その他漁に関しては，操業をして

いない漁家が多く. IIJ~l y，(~l. E!数も少ないため経営事

例からは除タトした.

1 )沖合・小型底曳網漁業(漁家 1の事例)

j魚家 1は，工F潟港の船の仁jご!でも最もトン数の大

きな19tのj哀史船を操業しており，秘主と船頭を

兼ねた経営を行っている.現在の釆組員は計5人

で，世帯主と世主の弟 2人 そして船員を 2人

(漁協提供資料および/1::1き取り調査により作成)

雇用している. -1立帝主の息子(21)設)も漁業を行っ

ているが，現在はまだ若年であるため他船で修行

をしており，その期間は 4~5 年を予定している

漁家 lが漁業を開始したのは，現在の世;市主の

父親が1945.11三に平潟IUTに疎開した際に，工IZ潟港で、

漁船員として働き始めたことがきっかけである

小型底曳船の操業は1987年に開始し. 1995.11三まで

は岩手県や青森県などから船員を躍っていた し

かし県外の船員を雇う j揚合は，アパートなど住居

を用意しなければならず経費がかかるため. 1995 

に
J

1
i
 



年以降は急なシケや出漁にも柔軟に対応可能な平

潟町の住人を船員として雇っている 平潟港にお

ける船員の月額の最低保障は25万ITJが平均相場で

あり， この金額は仮にIJJ;，(立がなかった場合にも支

払われる

漁家]が所有する底曳船は 1999年に購入した

もので，漁船の装備は関口板， ワイヤー 0500m

x 2)，エンジン (900馬力)， レーダ-2台，無

線機5台，ネットレコーダー，魚群探知機， GPS 

などである. 2010年の漁獲量は，約2500tであり，

家計に占める漁業収入は95%である

主な漁獲魚、種は，アンコウ，ヒラメ，ヤリイカ，

ヤナギカレイ， タコなどであり，水揚げ港は平潟

港と銚子港で割合は同等である.アンコウやヒラ

メなとごの高級魚種は平潟港に水揚げし千葉県}III

で操業する際は銚子港に水揚げをする 漁業にか

かる諸経費は，燃料代のほか，販売手数料，共同

出資金，港湾負担金，執行負担金などであり，こ

れらを全て合わせると総水揚げ金額の約15%を占

める 平潟港における販売手数料ーは全国的にも高

い設定金額となっており， ì，~~J、家 l では水路げ金額

の5.5%を占めている

2010年10月末の底曳網漁の具体的な日行動をJ-j、

下に示す まず深夜1211寺に平潟港を出港し午前

211寺にミズダコやメヒカリが生息する }III合約30km

の大陸棚付近の漁場に到着する.そして午前 3時

から午前 5n寺まで曳志向をし， その後午前 5f1寺から

午前 611寺まで揚網を行う そしてこの曳網と揚網

の作業を約101E:1繰り返し，計3611寺!日]休みなく漁を

続け，翌日の昼に平潟港に帰港する しかし漁

獲量の少ない場合はそのまま操業を続け漁場で2

fijし，一旦帰港することによる燃料経費の出費を

抑えている.操業の際の休怒および仮11民は，各曳

網のli祭に漁獲物を片付けた後に 111寺11jJ程!支とるこ

とにしている

治家 lは，平潟港では大型にあたる19t船を用

い，家族労働力と雇用労働力を組み合わせた中規

模漁業経営で、ある.若年~壮年の労働力によって

構成される油、家 1は，漁獲高や年間の出漁日数も

他経営よりも多く，平潟港の中でも漁業に積極的

な経営として位置づけられる

2)小型船曳網漁業

(1 )漁家15の事例

j魚、家15は，約 5tの船を用いた船曳網漁業の経

営体であり，船曳網漁業は先々代より， 1 ~ 2t 

の小型の漁船から開始したー的、家15の世主が漁

業を始めたのは16歳の頃である.主な労働力は53

j~立の世帝主と，世荷主の息子，世;市;主の兄弟で，

出漁1/寺はこれらのうち 2~3 人が漁労に従事す

る.主な漁j斐物はカタクチイワシ， シラス，コウ

ナゴ¥オキアミで，年1M]の出漁日数は約1701:1で

ある 経営の 1=1二l心は船曳網漁で¥シラス漁は春の

4 月 ~6 月，秋の 9 月 ~11月の 2 1Elに操業し，オ

キアミ，コウナゴは 4月に況は斐する 工12:潟港では，

シラスとコウナゴに l年1M]の上限 2tの漁獲fjJIJliR

が，オキアミは上限 6tの漁獲i!jlJ限があるため，

この基準をil主えないようにj，{;卒、を行う

冬季は12月から 3月の1M]に， 2そう曳のサヨリ

il{l，を行う. 2そう曳のサヨリ漁を行う liMは，漁家

15の仲間の荷台と共同でj，{>卒、を行う 茨城県内におい

ては， 2そう!支によるl，{>{l，‘は一般に禁止されている

が，サヨリに限り認められており，関口板を使用

しないサヨリ j魚を行う その他として， j，~~I， 家 15

は， カツオやメジを問、3!をするトローリングと11乎ば

れる曳縄釣りや，釣り餌のエビを漁獲する矧曳網

を行っている.曳組釣りの漁場は }II"合 15~50kmで、

9 月 ~12月に治、を行い 餌曳網は沖合 5~7kmの

漁場で12~ 3月にかけて行う

j魚家 15のー骨支 I~I<J なシラス漁の!ヨ千子部jは， 午tJiT5 

11寺頃に平潟港を出港し漁場に向かう 漁場到着

後は，茨城県ーの規定により定められた操業開始時

刻である午前 611寺から操業を!?似合し，網入れと水

揚げの作業を行う 網を入れ水揚げするまでの時

間は1O~15分である 志向入れは，多い 11寺では20~

251豆!繰返す ì，~I;1， 3斐物の水揚げはセリが始まる 1111寺

30分頃に大津港で行う魚、家15は，シラスなどの

小型底曳網での漁獲物は 加工場が平潟に立地し

ていないため，加工場が立地する大津港に水揚げ

する しかし，漁家15はシラス以外の魚種によっ
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ては魚制liの高い平潟港で水揚げをする

j魚家15の特徴は，小規模な家族労働力を用いて

シラスを中心とした船曳網漁を経営の中核に置

き， 曳縄釣りや餌曳手rtj;f~，.遊油、船なとご複数の漁法

を組み合わせていることで、ある. また，シラスや

コウナゴなととの小魚は平潟港に水揚げせず、に，加

工'=[3揚の立地する大津港に水揚げをしている 一

方， コウナゴ， オキアミ， シラス JJ、タトの f!~tf珪は大

主i討をよりも平均方式部liの高い平潟港にて水揚げをし

ており，魚種による水揚げ港の選定を戦略的に

行っている事も特徴である

(2)漁家10の事例

漁家10は. 5tのj;lOを所有し船曳網漁業を行う

経営である.主な労働力は77歳の!立花:主と7lj設の

妻，息子 (38歳)の 3人である，漁獲魚種はカタ

クチイワシ， シラス， コウナゴ，オキアミなどで

あり，漁業収入の 7割はシラスによるものである

この他にも漁家10は，カツオ漁も出~，{~l、数は少ない

が行っている そのほか 夏一季の休泊、期には補助

収入として料亭，近隣の民宿に却すウニの貝焼き

に使用するホッキガイの洗浄作業を自宅で、行う

また. 1HJ，家10のUY出:主は高齢のため，冬季の荒天

11寺は自主的に休治、する

漁家10の世帯主が漁業を開始したのは13歳であ

り，本家が経営していた巻網魚船に乗り始めたの

がきっかけである その彼. 1980年代後半には

50tの巻網漁船の船長も務めた 当時の巻網船の

操業形態は，本船2隻，探査官(主運搬船4隻で船

i王i を組む大きな経営で，乗組員数は30~35人で

あった.操業範ITIIは波IIJ奇付近で，セグロイワシ，

カタクチイワシなどを漁獲していた 巻網船の船

長を務めた後は，現在の船曳網漁業を始めた

JJi在， 1.(~\、家 10が所有している船舶は 5 t. 馬力

は90尽力で魚若手探知機， 無線， レーダ一方位探知

機，ソナー，網湯げPl=Jのローラーを装備している

使用する志向は，小f~号、を捕獲するための EI のキ111 かい

ものを使用している.治、j~言はシラス {l~t では海Jこ

から陸地が見える範簡である }I11合1，8kmで 一回

のI'.:U漁で使用する燃料費はおよそ5，0001:1:Jである

シラス漁を含めた船曳漁業の操業範聞は，平潟町

の北に位援する火力発電所から乎igifflまでが中心

である.漁場の選定には現在も I]j立てを測古川こj有

いており.漁家10では漁場を毎日変えている ー

ブJ. カツオ漁を行う IWî~の y.(号、場は沖合約80km まで IJ-\

j魚をしている

iY((家10が操業する際のおおよその日行動は， ま

ず 411寺頃に起床し. 511寺頃ーから操業を開始する

そして. 1211寺半頃にiT立を終え. 1411寺30分から開始

される王子潟港での船曳船の入札時間に合わせて水

揚げを行う. シラスやコウナコーなどの入札が終了

すると魚家10は自身が所有している 2tトラッ

クで加工場の立地する大津港へ逆搬する -}j.

その他の漁獲物であるタイやスズキなととの魚、舗の

高い魚種は平潟11可の仲良人に!坂売する

漁家10の特徴は， シラスを 1=1こ1心とした/J、魚、を主

な収入源とし • il伐と 15 と異なり小f~l，、の水揚げを大

津港ではなく平潟港で行つ点で、ある トラックを

自己で所有することで、近隣港への佐 1: 輸送がIIT(:ì~

となり， また工ILi見港に入港することで¥安や家族

が水場げ作業を手伝うことができる

3)遊漁船(漁家19の事例)

j魚家19は. 5t未fiillJの船をrFJし1て，遊漁船. j11日

曳網漁，ひき釣りの経営を行っている 主な労働

力は. 50歳のtlt;出:主と21歳の次男である.中心と

なる漁獲魚種は，船曳網の場合シラス， コウナゴ

であり，ひき釣りの場合はカツオ，メジである

しかし経営の中心は遊漁訟と船曳網であり，ひ

き釣りは11月ごろに数回出漁するのみである

漁家19の世???主の祖父は，巻説明白経営を行って

おり，父はその巻網船の船長をしていた.父は

1976年に独立しその数年後現在のI1t帝主ととも

に親子で 5t船による経営を開始した 2001年に

世帯主が独立してからは， .1iI~;帯主は安とともに漁

業を行っていたが，世荷主の次男が後継者として

船に乗るようになったのを機に，次男と 2人で、漁

業をしている

現在，i'(号、家19では遊漁船経営と船曳網漁が経営

の中心であり，それぞれによる漁業収入は約 5i~~ 1j 
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ずつである 遊漁船経営は，世帯主が独立した

2001年に，二i二日を利用した補助的収入として導入

した その後，徐々に!認定客がつくようになった

ことを受けて出漁日数を増やし， 2011年の潟、業収

入は遊漁船が船曳網漁を上回る予定である

平潟港における遊漁船経営は1970年代後半に始

まり，生きたエピを使ったハナダイ釣りを中心に，

その他に五呂釣りと呼ばれるアイナメ，メバル，

アジ，イナダ， ソイ，カサゴなどを漁獲する釣治、

が行われてきた しかし釣りには様々なブーム

があり，釣j去や対象f~1、種を変えていかないと観光

客が飽きてしまうという n:li題があり，治、家19では

釣り客の維持を図るため， タイの「一つテンヤ釣

りJという仕掛けをPFJいた釣法を2010年から導入

した この釣りはもともと釣り客から提案された

釣法であったが，食いつく如、の引きが強く釣り客

に好評を受け，仁iコミを通じて多くの釣り客を集

客した.現在タイの一つテンヤ釣りは，一日 10人

限定であり， 1人当たり約8，000円で提供をして

いる このうち，工サ代や燃料代，手数料などの

経費が収入の約半分を占める 漁家19による， 1 

人8，000P=jという釣り客への釣り代金は，関東近

辺で、も最低価格に近く， より多くの釣り客を迎え

るために低価格で提供をしている

釣り客:の多くは関東からの日帰り客であり，東

京都，水戸市，栃木県，福島県中通り，会津地方

などが中心である タイ釣りを行う場合，釣り客

を乗せた遊漁船の出航はi初6U寺半であり，乎潟港

への帰港は131!~J-頃で、ある.釣り客の集客には主に

ホームページを使っており，その他は口コミによ

る宣伝が遊漁船経営には重要であるという

治家19が遊漁船経営を m~始した2003i j三には，平

潟IIIJ内に約20戸の遊漁船経営者がいた しかし

観光客へのサービスが求められる遊漁船経営の性

格上，他人で漁業を長く営んできた漁家の中には

遊漁船経営になじむことが出来ず経営を離れた者

もおか現在も継続する潟、家は11戸である.これ

ら遊漁船の経営主連によって，平潟IIIJでは遊漁船

組合が組織されている

i，({I，、家19は，船曳網漁による家族経営を主イ本とし

ていたが，高速道路を利用した関東留からの釣り

客の増加によって遊漁船からの収入割合が高まっ

てきたことに特徴がある.遊漁船は I~定の釣り客

がつくことで，不漁による収入差がある船曳網漁

やその他の漁法よりも安定的な収入源となり得

る 漁家ゅは，新たな釣や漁業の導入を積極)'1守に

行い，経営の安定化を I~ っている

U 平潟町における漁業関連産業の展開

N-1 仲買人の経営

本章では漁業関連産業の経営形態について記述

する ここでいう漁業関連産業とは，イ'1J貿人と民

宿-旅館業といった宿泊業者のことである 仲買

人は，工易港で入札した水産物を消費地卸売市場

へ出荷する海産高，練物や煮ダコなどの加工業者，

魚介類を一般住民へ訪問販売する行商人の三者に

分けられる 以下では，まず11jJ寅人の経営形態に

ついて述べる

1 )海産蕗

工IZ潟港に水揚げされた水産物は，海産ir:fiによっ

て消費地の地方卸売市場へ出荷される 海産商で、

組織される平潟海産商組合の構成員はJJL在251!tFで

あるが，すで、に市場出荷をやめて宿泊業者に転換

したものもいる 組合への所属に関わらず，現在

平潟港に登録されている市場出荷を行っている海

産商は181IFFである.うち10IIFFから，労働力，水産

物の仕入れ先，よu帯する消費地市場およびその他

の販売方法について間取り調査を行うことができ

た(第1012])

現在，工IZi易港における海産商は60~70歳代の経

営主夫婦を仁!コ心として，雇用労働力を l人雇用す

る程度の家族経営形態をとっている.例外的に，

平潟港において最も年間の取扱額の大きい経営体

番号 lと，市場出荷をとらず国道沿いの直i板宿で、

の小売およ u、飲食業者への卸しといった販売形態

をとる経営体番号10は5人程度雇用している こ

れらの経営体に加えて，干物加工直売と飲食)~5 を

兼業している経営体番号 5 と喫茶 )~5 を兼業する経

営体番号 9は， 60~70歳代の経営主と 30~40歳代
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a.海産商

1IJ:11竹前1;¥((j;iJJJi)1)
mUH 

{i:入先 Iilj'，11 rliJ~，j. W反デ己);，(1ょ 2)
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'1'次
WfJ雪
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b.加工業者

話:
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C.行指人
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の後継者という二世代の労働力が確保されてい

る
セリ

平潟港では，水揚された水産物は「競りJでは

なく「入札」方式によって，仲買人に配分される

(写真8) 仲買人は，平潟漁業協同組合に年間の

水産物取引金額に応じた保証金を納めることで

「寅参入Jの権利(寅参権)を取得することがで

きる そのため，水産物の仕入れ先はほぼ平潟港

ということになる しかし数量が平潟港のみで

は確保できない場合や不漁などの危i投lillJMtのため

に，大津や勿来など近隣の漁港も利月3する場合が

ある圃そのj祭，平潟港のイrlJ員人はそれらの他の漁

港で競りや入札に参加する権利を持っていないた
ニうせん

め， それぞれの漁港の{付li中j宇1買人に 11仁口二コi銭Jとi呼i呼乎ばれ

る手数料料鼻を支払うことで、フy水k産物を舶維H保呆する それ

ぞぞ、れの漁j港荏で

人は「吋サ-キヤマJ，サキヤマに依頼する業者は「ア

トヤマJと11呼乎lばまれる

海:}主溺が入札によって確保した水産物は，主と

して消費地市場に出荷される.海j主商は各消費地

における地方卸売市場の開設会社と取引を結んで

おり，その数や市場は業者によって異なる 平潟

港の買参権を持つ海産商との取引が多い市場は築

地であり. 10名のうち 7名が取51先にしている

続いて. 4業者が水戸に. 3業者が)11111奇および横

浜に. 2業者が仙台およびいわき，福島，静岡に

出荷している. Ijll き取り調査により 13)~らかになっ

写真8 工IZi易港における入札の

(2011年6fJ iv'tJJ-l ii'I~);ぢ)

た海産高10名の出荷市場を第11IZlに示した 平潟

港を結節点とみた水産物の流通空間は主に首都圏

を'=/=1心としており，北は札幌.r[9は京都まで、広がっ

ている.個別に取引市場数をみてみると. ml道沿

いで、小売業を営む経営体番号-10を例外として，そ

れぞれ 2~7程度の市場と取引をしており，経営

規模に応じてその数は異なっている. また，取引

の中心となる市場もそれぞれの海産能jによって築

地か地方市場かという点で、大きく異なる.よって，

その出荷行動の特徴から，多数の市場ーと取引をし

ている経営体(多市場型) 築地との取引が強い

経営体(築地中心型).地方市場に特化する

体(地方市j揚特化型)の 3タイプがある

以下では，海産陸jの経営事例を，築地中心型，

地方市場特化型，多市場型の 3類型から，その展

開過程についてみていく

(1 )海産高の事例①:海産商4 (築地中心型)

海産搭j4は，現在63)設の経営主およびその妻の

2人の家内労働力で経営しているー同居している

家族は息子を加えた 3人であるが，虫、子は7JIJに仕

第111玄! 平潟港の海産向による海産物の卸売先

(2011年)

(1mき11)(り調査により作成)
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を持っている.海産高 4は1975:¥1三頃までは平潟

IIIT内のパート従業者を 2人ほど雇用し，市場で入

札したか、の箱詰め作業を分担させていた

現在の経営主の父は漁師iであり. 1954年頃か

ら大津irlJにおいて20人程で定置網を伝馬船(1 

t) と水揚げする船 OOt)の 2般で経営していた

しかし 1960年頃に定霞網漁業が倒産したため

その後，仲良人に転身した. 1960年代には， まぐ

ろの頭や内JJj誌を宮城県の塩釜で貿い付け，茨城県

の桜村(3児・つくば市)のf~dJ巴加今工:業者へû:IJ して

いた.その一方.1手は魚介類の行商をしていた

i(百釜で、の仕事を 3年程した後，父は，兄が死去し

たため甥の後見人を兼ねるため平潟Il!Tへと戻り海

産商となった 現在の経営主が海産荷組合に入っ

たのは24歳 0972年)の頃であり，員参権は父か

ら引き継いだ

現在，仕入れ先は主として王子潟港であるが，平

潟jをのみで一定の数量をイ土入れることができない

場合や水揚げの状況によっては，勿来や小名 {Jí~ ~こ

買い付けに行くこともある また，時期;によって

はアンコウなどの特別な魚は平潟港で、のか、1illiが高

くなることがあり. JjiJな漁港の仲良人に口銭を支

払い買い付けることがある

現在の出荷先は，築地 (50% ). J 11111奇 (20%). 

横浜 00%).甲府 00%).千葉 00%)である

このように，海産街 4は築地を主たる出荷先にし

ている点に特{数がある

(2) 海産商の事例②:海産商 2 (地方市場特

イヒ型)

市場出荷のみに特化した である海産商 2

は. 71歳の経営主と i可否する40歳代の息子の妻

に加えて，勿来の60歳代の男性 1人を雇用労働力

とした計3人で経営を行っている

海産自の仕事は父の代から行っている. もとも

と. 1 [::1 ilJlJの水戸lim範学校に勤めていた父 0905年

生)は，終W<後 ìílI\j j'H から平話~II!T に帰郷しタコ;]1]

工と海産商を始めた.現在の経営主は 2 代 I~J とな

る

現在のliJ，1ftJrli場は，東京都仁iコ央卸売市場築地市

場 (5社ある大部]のうち，マルナカ⑪中央魚類株

式会社と取引).仙台干I:J'I:IJ央卸売市場，浜松仁jコ央

卸売市場(浜松魚類株式会社).水戸公設地方卸

売市場，静岡市中央卸売市場(静向魚市株式会社)• 

千葉市 1=1こl央卸売市場である なかでも，浜松と静

岡の 2社が主な取引相手で、ある 出荷割合として

は築地が30%. 浜松・静岡が50%. 水戸・仙台で、

20%である.築地への出荷は特i河.iJí~松といっ

た大口の取引相手に出荷する|僚の相場の硲認とい

う意味もある.築地が相場町ii認に寄与できるのは.

築地の支払いが出荷後 3~4 日後と平し 1ためであ

る その他の市j揚のj揚合，決済にu吋}J後15D程j支

はかかる なお. 1990年代頃までは，上記のrli場

に加えて金沢，福島，名古屋，大i双子111戸にも出

荷していた 名古屋には冬季 (11 月 ~3 月)が漁

期となるサヨリが好まれた

地j或ごとに11'1付子魚類も異なるため，海産言語 2は

それぞれの地j戎の干|刊誌によって出荷する品物を分

けている.例えば，築地ではヒラメ，アナゴ¥浜

松ではそれらに加えてイカやイシモチが，水戸で

はヤナギガレイ，ムシガレイ，イカ(オオヤリイ

カ)などが女子まれる アンコウなどの?与がえだ!、は，

取引をしているiHJ売会社の担当者から注文を受け'

た捺に出荷する.正午から午後 3~411寺頃までの

11司に平潟で魚介類を入札した後，午後 611寺頃には

運送屋を介してそれぞれの市場に出荷する 出荷

後，夜に相手先の卸売会社の担当者に出帯した魚、

の種類，箱数，キ口数，浜値(平潟港の入札にお

ける官Ili格)を連結し 翌日の市場でのセリで損の

出ないように計らってもらう 運送屋は，平潟町

している 2社を利用しているが，かつては

大津の運送会社も l社利用していた 浜松やii訪問

に発送する際は，築地でjJiJな運送会社に積み替え

され，連ばれる.仙台に発送する際は勿来の運送

屋を利用する

海:産商 2の伝票ーから， 出荷物の経賀Jの一例を示

す. 2011年 5月261ヨに築地に出荷した16箱. 110 

kgの魚介類は49.000FCJで取引された そのうち，

手数料'505P=J. 通信費1581TJ. 輸送料4.032P=J. 水

揚移送~q.445P=J とあわせて，計5.1 401TJ (約10%)

1
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が出荷経費となった

海産商 2の経営特徴は，築地市場の割合よりも

浜松・静i両の 2市場の割合が高いことである 海

産商2にとって築地市場への出荷は相場確認の

意味もあり，地方市場への出荷の擦の指標を得る

ために行われている また，築地と一口に言って

も，それぞれ異なる卸売会社と取引を結んでいる

ことがわかり，海産'r{~îがお互いに出荷先が競合し

ないようすみわけを図っていることが窺える

(3) 海産高の事例③:海産商 1 (多市場型)

海産商 1の経営主は，現在72歳であり，同居す

る妻と息子に加えて，工rZiおから 3人，勿来から 2

人のパート従業員を雇用し計8人の労働力で経

営を行っている

海産商 lは父の代で創業し現在の経営主で2

代目である.祖父の代は船主をしており，長男で

ある父の兄が船主を継ぎ，父は次男であったため

iHI，業は継がず1917年頃から仲買人を始めた 現在

の経営主は，高校卒業後， 19歳(1958年)から平

潟IHJで、綱大工の仕事に就いた 綱大工とは， y，{~l，、志向

の設計や作製，修繕を行う職業である 志向の良し

悪しは漁業の成否に直結してくることから，かつ

ての底曳漁業の船主はそれぞれ専門の綱大工を

雇っていた 経営主は， 25歳 (1965年)から当時

経躍しつつあったスタントロール船に用いる底曳

網の改良に着手した.また 山口県下関にある

(株)ニチモウの研究所で実験も行い，その結果，

経営主が設計した底曳網は，当時，平潟の 4隻の

スタントロール船に採用された 現在の経営主の

経験からは，綱大工という職業が漁業の技術革新

に重要な役割を果たしていたことがわかる 1975 

年頃には，経営主は 6~7 人を雇う綿大工の棟梁

となった 当時，平潟港には綱大工の棟梁が6人

おか綱大工は18人程度いたという.しかし，父

の海産商の引退に伴い，現在の経営主が2代自を

引き継いだ

海産商 lの経営の特徴としては，工jZ潟港におけ

る海産商のなかで取扱額が最も大きく，出荷市場

が多岐にわたることである.主な市場としていわ

き市，水戸，土浦，宇都宮， Jllrll奇，築地の公設市

場が挙げられる かつて平潟港で定置網が操業

していた頃は，定置網で、水揚げされた魚、を新潟，

金沢，名古屋，高松，大阪など全国の市場に卸し

ていた.スタントロール船が主流だった頃は，カ

ワハギやイナダがよく獲れたので，それらは金沢

の市場へ出荷していた.海産高]は，平潟港の水

揚げ量や魚種の変化を受けて，市場のニーズに合

わせて巧みに取引市場を変えて対応してきた

2)加工業者

次に，平潟IIlJにおける加工業者の経営形態につ

いて述べる 現在，平潟IllTには平沼港の寅参権を

持つ加工業者が8戸ある.このうち，第10図に示

したように 4経営体から現在の経営形態，労働力

構成および出荷市場-販売方法について間取り調

査を行った 現在でも 経営体番号 2のようなタ

コ加工業と，経営体番号 3，4のような練物加工

業が主流であるが 中には経営体番号 1のように

水産加工と業務用のカット野菜加工など新しい部

門を組み合わせて経営展開をIZJる経営体も現れて

いる

タコおよび練物加工業者は，平潟港の水揚物で

はなく，モーリタニア産のタコや冷凍すり身など

の輪入原料を主に使用している.そのため，平潟

港の漁業の動向に左右される側面は少ないが，逆

に他産地との競合は激しくなるために，新規参入

業者も少ない Ij号取り調査を行った 4経営体のう

ち，経営体番号 2 を除いていずれも経営主が60~

70歳代であり，高齢化が進展している 経営体番

号 lおよび4のように，一部の経営体に後継者が

存在するものの，今後は経営体数が大きく減少す

ることが想定される

以下では，平潟IHJの加工業者の展開と現在の経

営について，伝統的なタコ加工業と，近年新しい

部門を取り入れて複合的経営を行う加工業者の経

営内容についてみていく

(1 )加工業者の事例①:加工業者2 (タコ加工)

加工業者2の世帝主 (38]設)は， タコの加工業

つ
よ
]
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を始めてから 3 代 I~l にあたる 4 代Fìtrまでは仲買

人として鮮魚、を市場ー出荷しており，経営者の祖父

がタコの加工を開始した.加工業者 2の世帯主は，

大学卒業後に横浜市中央卸売市場に就職した. し

かし，父の体調悪化を契機に2006年に平潟11汀へ帰

り，家業であるタコ加工業を継いだ 平潟港では，

1980年代中頃までは， タコ加工業者が12jl~: ほど存

在していた しかし，その頃を境にタコが揚がら

なくなり，タコ加工業者が減少し現在は加工業

者 2を含んだ 21IFfとなっている

現在，加工業者 2の原料のうち90%がモーリタ

ニア産のタコであり この多くを横浜['111=¥=1央卸売

市場から![1/JO入している.モーリタニアでは日本の

技術者がタコ盗漁の技術指導をし，現在でもタコ

翠漁を行っているため， タコに傷が付きにくく，

力11工後の31:;も整いやすい.そのため，料;事向けの

高官lJjな加工品用原料となる.一方，加工業者 2は

平潟港での員参権も持ち，一部の原料は平潟港で

も購入する 平潟港では， }ま曳船で、の水揚げが主

流であるため， タコに傷が付きやすい. また，工12:

潟港所属のjま曳船は， 113村持、から 113半帰港しない

ため，そのI'I:¥Jにタコの鮮度が低下する.そのため，

モーリタニア産タコに比べ低!日l質で安官lIiである

この工12:潟j巷に水揚げされたタコをj京料とする製1111

は，スーパ一向けの茄でダコといった安舗な商品

として加工している これらの加工品は，原料を

鱗入する横浜市中央卸売市場と水戸市地方卸売一市

場に出荷するほか，小田原 ~I=f地方卸売市場，足利

市地方卸売市場，沼津魚市場，清水中央市場，須

賀川市卸売市場などに出荷する このうち，横浜

市仁iコ央卸売市場および、水戸市地方卸売市場ーへの輸

送では，北茨城市大津u汀の運送会社を利月3する

大津II!Tの運送会社は 東京方部の市場へ商品を U=I

荷した帰りに，大井頭や城南島，平和島なととの

冷凍工場から原料を輸送している

jjjl料タコは自宅加工場の冷凍庫に保管し，客か

らの注文を待つ 冷凍庫は oOc程度とマイナス

200

C程度の 2種類があり， OOC程度の冷蔵庫は加

工直前のタコや加工後のタコを保管するために)=1=]

いる. タコの加工の行程は， OOCのものを流水で

自然、解凍し生の状態に戻す その後専[111の樽を

用いて塩もみし.ぬめりを取って柔らかくする

この行程時間は加工業者によって異なり，出来jこ

がりの味に差が出る.その後， 850

Cから90
0

Cの沸

騰しない温度に保った釜で茄で，その後箱詰めし

て氷を入れる.こうした作業工程で，繁忙期には

1 1ヨ;こ800kgのタコを加工する 特に， 12月は，

取引市場に加えて地元の知人や料亭などからも注

文があか繁忙期となる.製12!となったタコは，

冷蔵庫で 41=1 rMjほど保存が可能である 大規模な

加工会社で、は一度蒸してから茄でるため，原料当

たりの歩留まりが 蒸さないものが80%であるの

に対して一度蒸すと83%と高くなる しかし加工

業者 2 では，製1111 の食I~とが良いことから，蒸さず

に茄でている

このように，平潟港では残り少なくなっている

タコ加工業者であるが，加工業者 2では家族経常

を基盤とし質の良い製Jillを作ることで大規模な

}]II工会社との差5JIj1ヒを I~I っている

(2) 加工業者の事例②:加工業者 1 (複合品

自加工)

加工業者 lは，本u汀虫色IXに所在する食品}]II工業

者である.現在の経営主は 8代目にあたり，会全1:

を設立したのは1963年である. 1963年の創業から

1975年までは，極i-=i::水産およびニチロといった水

産会社からアフリカダコを仕入れ，酢ダコや煮ダ

コなどとして加工していたそれら加工品のうち，

約 6割を築地に，残りをいわき，郡山および水戸

など近県の地方市場に出荷していた. しかし，こ

れらタコ加工J!?iは季節子I:tのi奇いものであった そ

のため，年1M]の収益安定化を iヨ的として， 1967年

より外食チェーンの下請けを開始した 下請けの

一環として1975年から1994:11三には， 20人程度の従

員を雇用しサバ加工を主としてアナゴlJl]]二

コンブ力!日:などを行った. しかし， 11文ヲi先であっ

た外食チェーンが1997:11三に倒産したため，加工業

者 lは水産物加工を継続しながらも，水産物加工

機械を活かしカット野菜の製造を新事業として

I~I~J~合した
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現在，加工業者 lは水産物加工および野菜加工

を行っている.労働力は，世帯主(40歳代)，父，母，

および妻に加え，平潟町居住者の 5人を雇用して

いる.平潟港では，イカのみを仕入れている.加

工業者 lは，主としてイカの加工品やコンブの加

工品を工場に併設した )~5舗で販売しているほか，

平潟町内の民宿の朝食用や，学校給食としても供

給している.水産物加工品とカット野菜の収入比

は同等である

加工業者 lは， タコ加工業の不振を受け，カッ

ト野菜なととの新部門を導入して存続を 1:Z1った点に

特鍛がある

3)行商人

行問人は，工IZi均港の近隣の顧客に対して，鮮魚

類を直接販売する経営形態をとっている 平潟港

での開き取り調査によると，同漁港で仕入れを行

う行商人は， 10人程度で，そのほとんととが女性で、

あるil1) 現在は活動を行っていない元行商人を

含めた15人程度で「平潟11fT鮮魚商組合」を組織し

ている.そのうち， 8名に対して鮮魚の仕入れ

先，行商先(販売先)および顧客の属性，労働力

構成などの項自について間取り調査を行った(第

10図)

lj号取り調査を行うことができた 8::'ffのうち， 70 

歳代の夫婦 2::'ffで行商を営んでいる経営体番号 l

を除くと， 60~70歳代の女性 1 名によって営まれ

ている.事例は少ないが経営体番号2と6は夫

が底曳網漁船の船主や船員であり，夫が漁業に従

事するかたわら妻が行腐を行うというパターンは

かつて多く存在したと忠われる

平潟IHTにおける行商人は主として底曳船が水揚

げした魚を仕入れる そのため，行商活動の期間

は底曳漁の期間と重なか休漁期である 7月と 8

月は休止する 仕入先は，王子潟港が主であるが，

例外的に経営体番号 4や5は勿来や小名浜，いわ

きなども利用していた.仕入れた魚は，その場で

拐IJき，ピ、ニ一ル袋に入れて製lJi弘i

た発泡スチロ一 jルレに入れてJ品持毛寺1ち帰る (写真 9)

また冬季には， I白ごヨi宅でで、干物をイ刊作?乍:ることもある そ

して，仕入れの翌日の午前8時ごろより，それら

商品を自動車や自転車を用し 1て巡回し，顧客に販

売する.行商先としては，平i?~ や大津，磯j原など

の近隣の周辺地域をはじめ，遠くはいわき市や高

萩市まで及ぶこともある.顧客は，住宅地や社宅

などに居住する一般住民の場合が多いが，飲食);5

に卸す場合もある

一般の住民に産接販売を行う行詰人にとって，

スーパーマーケットなとと大型小売庖の進出による

買し 1物行動の変化は 行商人の顧客の減少に少な

からず拍車をかけた.そのため，現在では2004年

に夫の海産商の廃業に伴って行隔を始めた経営体

番号 8を除いて新規参入した経営体は存在せず，

行商人は減少している

以下では，現在存続している平潟町ーの行商人の

活動事例から，実際の行践活動を記述する

(1 )行蕗人の事例①:行商人 1 (夫婦行商)

井戸の入地区に居住する行商人 1は， 70歳代の

夫婦の両者が行商活動に従事している 仕入れは

平潟港の入札にて共同で行い，それぞれの顧客に

対して販売する.このうち，姿は1955年から行商

活動を開始した. f~~J，は，すべて平潟港で、仕入れる

ヒラメやヤナギガレイなどの高価格魚、毛苦を i中心に

取り扱い，一般家庭のほか， 1997年に取引を 1~I~J始

した大津IHJのホテルや 1990年に取引を開始した

いわき市の料理庖なと¥ホテルや料理庖を含む計

9 fNí'-f~l，をおIJ いて製品化する行商人

(2010:fj".11 月杉肝~î[~j;t~) 
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131!FFを主たる顧客としている.これら顧客から，

午前中に電話で依頼を受け，注文を受けた魚種を

中心に仕入れを行う 行商11寺の移動手段は自家用

車であり，地域別の販売額比は，いわき市植EEIが

70%，平潟IHT内が15%，大津町が15%である

2010年11月4[=1の行商活動をみると， まず¥前

日の 31]にキンキ 1尾，カツオ l尾，アマタコ l

尾， タイ 10尾， ヒラメ 3尾を仕入れた a そして，

4日の午前10IJ寺に家を出て，いわき市の料理由に

ヒラメを 31毛卸した.そして，正午に工IZ潟港に仕

入れにrI'!jかった その後，午後 21時半に王子潟港を

出発し，再度，いわき市の料理に残りの{砕か、を

販売した.

行商人 1の夫は， 20歳代の頃より 50年近くにわ

たって行商活動に従事している 1EI に20kg程)支

の f~t を取り扱い， 251!FFのinJl客を1mる.これらの顧

客は，父より引き継いだものであり，客単仙iはP

1.000円以下である 夫は，築地ゃいわき市の卸

売市場に電話をかけ鮮魚の水揚げ状況や相場の確

認作業を連日おこなっており，この情報を夫婦で

共有し，エ巷で、鮮fI11，を仕入れる I~僚の指標として

いる

行商人 lは，夫婦それぞれに顧客を持って行商

を行っているところに特徴があかそれにより行

商のみで生計を立てることが可能となっている

また，一般住民以外に近隣のホテルや飲食r'Sーなど
の業者と固定的な取引関係を築くことで，販売先

をJ確保している

(2) 行商人の事例②:行商人6 (女性行商)

11¥1東地区に居住する行商人 6は， 32歳 (1977年)

のH寺より行商活動を開始した現在の家族構成は，

行商活動を行う 66歳の安と漁業に従事する71歳の

夫の 2人である.チミは， 195511三から1988年までス

タントロール訟の船員をしていた.その後は， 1 

tの小型船で， ヒラメやメバルを主たる油、獲対象

とした一本釣り漁を営んでおり，安による行商収

入と夫による漁業収入は間程度である

現在，行商用の魚はエIZ潟港で， )ま曳船が水揚げ

したものを仕入れている これは，一本釣り漁船

などで水揚げされる f.~\種はより高官lIîであるため，

一般家庭を主たる顧客としている，行商人 6の顧

客ニーズと合致しないためである.顧客の分布は.

北茨城市磯j京11汀と高萩市に15軒ずつである.行商

開始当初は， 1軒ずつ家庭を1mり，一度購入した

客へのfl}訪問を繰り返すことで，顧客:を獲得した.

行商は週 2[豆!の頻度で行っており， 1 [fi]に約lOil汗

の家庭に訪問する

行尚人 6の2010年10月26EIの行商活動は，次の

とおりである 前日の25E:j 正午に，平潟港でヒラ

メ2.5kg，カマス2.2kg，ギンダイ 2.0kg，ヤナギガ

レイ1.0kg，サケ4.0kg，ムシガレイ3.5kgを計9.100

円で、仕入れた.これらを 向日午後に訪れ 1た.そ

して， 26EIの午前に顧客に販売し， 15，OOOIT]の利

益を得た

行商人 6は.夫が漁業なと1也の仕事ーに就いてい

るため，家計の補完を tll'J'0に行i出を行っている

こうした安のみが行許jを・JJl.うのは，行商人の一般

的な経営形態である

lV-2 宿治業者の経営

3JÎ在の三ド iP'~j 111]' を十IIÏ.)~えする来:槌のうち 1;" il'l染者は

重要であり.ここで、は宿泊業者の経営形態につい

て述べる 平潟IlIfにおける宿泊業者の経常形態を

第2表に示した.現在，平潟IHTでは 41!lfの旅館(表

仁~11 ~4) と 18ílllの民宿 (5 ~22) が経営を行っ

ている

まず，創業年に着目すると，旅館の創業は戦前

であるのに対して民宿の創業が1950年代以降であ

ることが分かる.その迎i主!として，旅館と民宿の

創業主主出が異なることが挙げられる 旅館は，平

潟港が商港から漁業基地へと変化するなかで，船

宿や廻船I'llJJ.屋が旅館業に転じた 現在も旅館業の

経営を行っている 41lfFは こうした系諮を引くも

のであり，いずれも平潟港に出した位置にある

民宿は， II-2-1で述べたように， 1960年代

頃からのレジャーブームに伴っていち早く 1ljJ買人

や行商人が開業し次いで船主や海産商が開業し

た.第 2表からも， 1970年までに民宿を開業した

者はいずれも前l肢が1rjl異人であることがわかる

「ぺ
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第 2表 平潟町における宿泊施設の経営形態 (2011年)

労働力について i'i;i!Y1者についてぜ Ml，介類の(t入れ先について叫

番号
創業について 「一一一 街泊施設について

家族内労働力 リ知人iを
購入先叫

年次 員ij級 ミ名* 人数経営者 経営者以外
f者11¥数l持

治:主数定以 料金
県B 内 i徐A く!刻3kーその i也I~;毛?主有将i

A II C lJ E 

I1 WI治則 )1: 4 N， [) N， D 。 7 22 1 0， 500~ 14，700 10 80 10 O 

館旅
1926 燦家 ヰζ 3 7095 60女， 409:l 2~ :3 10 30 N， D N， D N， D N， D IP.~ 

19:37 船:1ミ ヰド 40女なし 2 7 30 13，000 20 75 5 1 i五tiド

411910>手(¥': - l込 3 40Y3 40'久 70女 6 24 10， OOO~ 16， 000 N， [)， N， D N， D O O 

51 1955 {<j<'t'l人 jl 2 609:l 50};:. ? 8 25 N， D 20 60 20 1五4

61 1962 {<jJ't~人 )1: 5 6095 90:仏60女， 30YJ女 751 19 110 12， 600~ 15 90 。 潟

71 1963 {<I<Jill人九 2 60Y:¥ 60};:. ? 7 35 N， Il 60 30 10 1月

81 1965 行員百人 )L 3 609:! 60!，z¥10ー 7 日 40 7， 350~8 ， 400 N， D N， Il N， Il 1兵j

91 1965 (<j'貿人 jl: 5 N， D N， [) 51 20 80 N， Il 10 70 20 iP.，1 

101 1970 {'i'i/'(人 )1 也つJ 6095 50女， 3095 12 8 ，10 8， 550~ 15， 900 30 ，10 30 1片 勿い '11、
1 II 1970 (<j'~:( 人 jl' 2 40クj 刊女 71 10 :35 6， OOO~ 1]，000 30 60 ]0 fι: 
121 1972 *屋 本 ‘3 7095 70女， 10女 35 8， '100~ 10 80 10 O 

千日一言二13 
1972 漁家 JL 709:l 70'丸 109:¥ 5 35 8， 400~ 20 '''' 25 し、 N 

11 1976 運転手 陀 ? 3095 30[;: 10 8 30 8， 550~ 15，判。 N， lJ N， D N， IJ 説j

151 1977 員(}主 )1: 3 6095 60v・， 209:l 3 7 30 6， 500~ 30 60 10 jト4

161 1978 ぷIHJWili Jミ 3 709:J 70V¥5095 。 7 17 N， j) 10 85 5 大 海'1)、'k O 

171 1978 TA0J;1，' )L 3 70Y:l 70女，30女 2~3 9 50 7， 350~ ]0，500 N. D. N， D N‘D 

181 1979 十j<j;"i人弁 2 509:l 50!ど II 7 2'1 8， OOO~9 ， 000 10 80 10 IH 勿 O 
191 1989 行前人 以 2 70!}:l 60女 3 8 30 8， OOO~ 10，000 5 90 5 i!'il 

201 1989 Il{Lt 本 50!}5 1，1:し 9 3'1 7， 350~ 12，600 2 91 4 がJ

211 1990 建設策 本 3 609; 60:!乙 :30な 21 10 35 N， j) ，10 10 20 ìP.~ し、

221 2004 制s!!関係 )L 50リj なし 3 12 N， Il 5 75 20 JL 。
L 品問問問問一一一ー一一一一一一一一一一一町一一ーー『一一一

注 1) 字名の「九j はJUIf，守 r:jlJ は井戸の入本j は本¥lIr， r黒j は黒白ll，r!l4IJ li}{EmtJ男、を示す

112)数値は割合で・ある

注 3) r潟j は平潟 rIJL J は平(たいら)， r大j は大手It， r 勿 j は勿}jミし、j はいわき小J はノト名 (t~ ， r7LJ は九日ii，rOJ 

は購入先が不明で、あることを示す

tJ:4) r̂J は{Ijl提人あるいは{ljlU:1l業者， rBJ は漁家， rCJ は行商人 r!)J は鮮魚小売};g:，rEJ はその他からのH!iJ'入であること

を示す

注目 r-J は不明で、あることを示す

( I1I'J き Jl~ りおよびアンケート調査により作成)

また，民宿18IlFFの前i肢をみると，漁業関連業種で いる.新たにj支宿業を始める際に，国道 6号線よ

はイIIJ買人が7l!FFと最も多く，次いで行溜人が2軒，

船主が2軒，漁家が lljFFである.その他に，漁業

とは関係しない業種から転じたものが 611汗であ

る 民宿は， 1980年代後半以降， I三1r!.¥淘汰された

ため，現在も経営を行っている 181!FFは，いずれも

経営努力を重ねてきた民宿である

次に旅館・民宿の立地について述べる 旅館は，

いずれも平潟港に面した位置にある 一方，民宿

は第121z1からも， iIIJJ!IT地区，本IIlJ地区，井戸の入

地区に点在していることが読み取れる.かつて，

レジャーブームにより海水浴客が多く，民宿業が

盛んであった時期は，一般家庭も含めて平潟IIIJ全

体に民宿が分布したが，その後経営努力した民宿

のみが存続したため，現在の民宿の立地に特定の

傾向はみられない なお， 1990年代以降の開業で

ある民宿21と22は， I~I道 6 号より西側に位遣して

り東1WJの地区には適当な土地を見いだせなかった

ためと考えられる

労働力についてみると，経営者は主に40歳代~

60#交代の男性で、ある.旅r!i~は創業者の 2 代 I~l ~j、|年

の経営であるが，民宿は初代の創業者が現在も経

を行っている 雇用者は 2~3 人という民宿が

大半であるが， 7人を越える民宿が6軒(民宿 6，

8， 10， 11， 14， 18)あり，特に民宿 6は75人で、

最多である.民宿 6番は客:の収容人数が110人と

最も多い. 50歳代以、下の経営者で雇用者を多く

雇っている傾向があり， 60歳代以上の場合は，後

継者がいる民宿で雇用者が多い.

宿泊料金は，旅館で 1il~l 平均約12，0001工!である

のに対し民宿は約8，000円である 民宿 6で l

ilj 12，600円からと最も高い信li格が設定されている

のは，北茨城市の名産であるアンコウを取り入れ
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1 ¥)l-lOij.IL'I'lVr (1:， J1I. (子

ム i制作11与Ijr(E，J:l!.tI: Jlln~ 

I!)白Oij~J;J， IW:/Jfl終， .iJ，I，作

di!>CIIlj'j，j界〆り¥1勿

l:i従道路 二二 11:1辺

第121玄i平潟町における民宿および旅館の分布

(1mき1!文り前査および北茨城市観光協会資料により作成)

た料理に力を入れているためである

宿泊者の居住地についてみると，民宿 7を除い

て，茨城県内を除く関東各県からの客が多いこと

が分かる この点は，入込客数の季節的変化と合

わせて宿泊客の居住地について，民宿14の宿 Ij震を

もとに第131;gjに示した.入込客数の季節的傾向と

しては，宿泊客が多くなる月は， 11 月 ~3 月の冬

季，連休が多い 5月と 9)=1.夏季の 8月である

民宿14を利用する宿泊客のうち， 11月から l月ま

ではとくに茨城県内からの宿泊客の割合が高く，

忘年会や新年会を兼ねた宿泊客が多い.一方， 5 

月や 8 月 ~9 月にかけては茨城を除く関東からの

宿泊客の割合が高い 海水浴を!ヨ (I~ とした家族連

れや， ゴルフ，釣りなどを目的とした宿泊客が多

い 2009年に民宿14を利用した宿泊客のうち，都

道府県別で最も多い客の居住地は茨城県である

次いで東京都，埼玉県，千葉県，神奈川県，栃木

県，福島県と統台高速道路のアクセスが良い関

東近!jZーからの宿泊客が多いことがわかる 忘年会

や新年会のシーズンに利用する客はリピーターが

多い.上述の者1$県以外に，愛知県，大阪府に居住i

する客の利用もあり，最も遠い県では鳥取県から

の宿泊があった

最後に，宿 il~1客に提供する魚介類の仕入れ先に

ついてみると，前i肢が11jl買人，行jf~i人，あるいは

船主などの漁業関係の職業に従事していた者は，

円
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O ギ」ムy.l・t，ド・y ヘ!....!4問盆蹴輯‘ 1・y 九!¥1・Y--LI- 0 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ( J=l ) 

欝 趨茨 城県 巴ヨ 東京都巳ヨ神奈川県仁司埼玉県

正二口千葉県 盟主主栃木県 巴2群馬県 広日福島県

亡コその他 間一入込客総数

注 iリ)左車申制軌11出hは品到組i立I数で:右右-車制軸iI出hは入込客客，数で
注 2幻)入j込る客数は人数が'1半判iド判刊司可IJI明予到jした組の総平和i日]で

第1臼31区図玄2?:1民宿14の者都i目i道府県県-別入込客数の季節変

まずU (2009年)

(民宿14の宿泊台帳により作成)

いずれも平潟港に水場げされた魚介類の入札に参

加するための寅参権を持っている 平潟港の寅参

権を所有しない者は，いわきなどの近隣の漁港で

仲買人や鮮魚小売j苫から購入する場合が多い.

以上が，平潟町において現在も経営を行ってい

る旅館と民宿の経営形態である 以下では，旅館

と民宿について，具体的な経営内容と特徴につい

て述べる

1 )旅館経営

(1 )旅館の事例①:旅館 1 (元料理屋兼業)

旅館 1は明治i判明に創業開始した旅館で，井

戸の入地i茎に位置する.現在，平潟町ーで経営を行

う宿泊業者のなかでも最も平くに創業した 戦前

までは板前を雇い，飲食}苫も兼ねていたが，戦後

は旅館のみの営業となった.

旅館 1の現在の労働力は，家族4人の他に住み

込みの従業員を 3 人雇っており，繁忙~~)j には近所

から手伝いを頼む 客室は 7室あるが，接客の質

を維持するために. 3室程度しか稼働させていな

い 1泊の料金は1O.000FCj~ 15.000円程度である

宿泊客は，栃木県と東京都からの客が全体の70%

を占め.11月 ~3 月のアンコウの漁獲量が増すl時

期が最も稼働率が高い 旅館 1では，料理は経営

者の息子が担当している 宿泊客に提供するか、介

類は，知り合いの海産~Jîから購入する

旅館 lの特徴は，創業から現在までおよそ100

年の歴史を持つ点にある 終戦直前までは，炭鉱

に勤務する関係者が多く旅館 1を利用し. 1970年

代まで、は機関士，通信士，船長. ?~JoI，、労長なととの漁

業関係者の宴会に利用された この頃まではいわ

きから芸者を/l乎び¥接待に当たらせた その後，

海水浴客が夏季に利用するようになったが. 1990 

年代のバブル崩壊以降は団体客の利用が減少し

た また，民宿と比べて宿泊料金を高めに設定し

接客の質を維持するために全室を稼働させないな

ど，良宿との差別化をはかつている点も旅館 1の

経営の特徴といえる

(2) 旅館の事例②:旅舘4 (元寺院・神社)

旅館 4は，近Ill-期には寺院とネ111社を兼ねていた

が，明治~~)j の廃仏致釈によって神社のみとなった

寺院には宿坊もあり，旅人を泊めていた.旅館を

開業したのは終戦直後で，黒?pl1地区に位置する

祖父，母:を経て，現在の経営者は 3代目に当たる

旅館 4の現在の労働力は. 40歳代の経営者とそ

の姿， 母:の家族 3 人に加えて，平{?~11汀内からパー

トを 1人雇っている.客室は 6室で. 1泊の料金

は 10.000円~16.000P=Jである 客層は，関東地方

を1=1:1;心とした小グルーフ。や家族旅行の宿泊客が主

である そのうち，栃木県・千葉県・埼玉県から

がそれぞれ20%. 茨城県内-東京都・神奈川県か

らが各10%で残りはその他である. 7~8 月と，

11~3 月の入込客数の割合は 2 対 8 程度である

旅館 4では，料理は経営者が担当している.平潟

港での員参権をもっていないため，魚介類は特定

の仲買人に買ってもらう また，行商人は細かい

注文を聞いてくれるため，行部人に魚介類の仕入

れを頼むこともある
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旅館 4の創業は旅館 lと比べると新しいが.創

業から現在まで，いつくかの転換期に合わせて経

営形態を変化させてきた点に特徴がある 1970年

代頃までは，勿来海水浴場を訪れる海水浴客や宴

会客が主な客層であったが， 1980年代に入ると，

海水浴客は減少した その頃からアンコウ鍋が始

まり， 1990{!三代には冬季に旅館4を利用する客が

多くなった.アンコウ鍋がない頃は，磯魚、を客に

提供していたが，磯魚、には特に匂がないため観光

の呂玉とはならなかった. 2000年頃から平潟温泉

組合でアンコウ鍋の看板を作り， している

こうした平潟町全体の動向に合わせて，旅館 4で

は，労働力や客室数を減少させてきた 1965年頃

には常時雇月3労働力を使っていたが， 1980年代後

半にはパートを 3人まで減らし，年間を通した平

均稼働率は60%程度であったが，現在の年間の平

均稼働率は20%程度である また， 1990年頃まで

は客室が20室あったが，人件費を抑えて規模を小

さくするため，段階的に改築して部屋数を減らし

た

民宿との競合関係については，旅館と民宿とで

は対象とする顧客層が異なるため，競合すること

はないという

2) 民宿経営

(1 )民宿の事例①:民宿 6 (元加工業者)

民宿 6は， 1962年に創業した民宿で，井戸の入

地区に位置する.現在 平潟IllJのなかでは比較的

大規模な民宿で、ある 民宿 6の経営者の父は，第

二次世界大戦の終戦後，水産物の加工業を始めた

1955年頃から，他の加工業者と差別化するため，

安価であったアンコウを扱い始めた.その後， 1交

正iブームを背景として，経営者の父が民宿業を開

始した.創業当初jは，アンコウ加工の傍ら，民宿

業は 7~9 月の季節営業であったが， 1975年にア

ンコウの加工をやめ，民宿を通年で営業するよう

になった.

民宿 6の調査Il寺の労働力は，家族 5人の他に正

10人とパート 15人の計30人で、ある.客室は20

室で， 110人の収容が可能で、ある. 1 il~l の料金は

12，600円からと，民宿のなかでは高額である.宿

泊客は.埼玉県からが30%，千葉!呆からが20%，

茨城県内からが15%と，関東近県からの宿泊客が

主で， 1f~1泊客の90%がインターネットの宿泊予約

サイトを利用する 客の来訪手段は大半が臼家用

車であり.敬老会はパスを使い来訪している 民

宿6では，アンコウの加工業を行っていた関係か

ら平潟港での寅参格を所有している.そのため，

民宿 6の利用客へ提供する魚介類は主に平潟港か

ら仕入れ，不足分をいわきなどの市場から仕入れ

る

民宿 6は，いち早くアンコウ鍋に若手した点に

特徴がある.海水浴客のJf~1JIlを受けて 1970年代に

は民宿業に専業化したが.次第に海水浴客が減少

するなかで，経営を維持するためには新たな瀬容

を獲得する必要があった そこで民宿 6は，民社j

I~l~業以前に営んでいたアンコウ jJIl工の技術を生か

し， {.foれr:Hí ~q. J;mであったアンコウ鍋を宿泊客に提供

した アンコウ }II，¥)はメディアの影響を受け'てブー

ムとなり，冬季の宿泊客の獲得につながっている

その一方で，氏宿 6 では経常k;jí~持のために，アン

コウ以外にも容を惹きつけるための名物の必要性

も!感じている

(2) 民宿の事例②:民宿14(元会社員)

民宿14は，現在の経営者の父が1976{j三に開業し

た民宿である 父はサービス業に従事し大津IHT

に居住していたが，親戚である民宿 6の成功を受

けて，民宿経営を開始した I~可業当初は，現在の

本館のみの経営であり，本自立は自宅兼民宿であっ

た 現在の経営者は，高校卒業後，調理由li学校に

l 年開通い，卒業後 4年間東京での修行を経て24

歳 (1998年)で民宿を受け継いだ 2006年には遠

縁が経営していた I~I民宿舎を買い取り別館とし

た.現在は，本館は主に宴会用，別館は主に宿泊

用として機能を分担させている

民宿14の現在の労働力は，経営者とその妻のほ

かに， 11丹から 3月までの繁忙期には大津ゃいわ

きからパートを10人程度雇う 1i自の料金は8，550

円 ~15，900円で，幅広い客層に対応している.現
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在の稼働率は.11月 ~3 月が50~60%程度であ

り. 2月が最も稼動し夏の稼働率は30%程度で

ある.収入比率は夏と冬でおおむね 2対8となっ

ている.料理は，本館. 7JIJ館ともに経営者が担当

している 民宿14では平潟港の寅参権を所有して

いないため，平潟港の仲買人に依頼して魚介類を

購入していた しかし 2002年頃に平潟港の寅参

権を所有していた業者の廃業に伴って員参権を取

得し現在では自ら平潟港で入札し魚介類を仕

入れている.民宿14の利用客には，ほぼすべて平

潟港で水揚げされた魚介類を使用しているが，不

足分はいわき中央市場の特定の仲買人から購入す

る

民宿14の経営の特徴として. 1 }~'Z Iヨに民宿の I~月

業者が平潟IIIJの漁業関連産業に従事していなかっ

た点が挙げられる.そのため 2002年頃に平潟港

の寅参権を取得するまでは独自に平潟港の魚介類

を仕入れることができず，仲買人に依頼して魚介

類を購入していた 宿泊業を営む上で，平潟港の

員参権を所有していることは重要であることが分

かる

また. 2点目として本館のほかに別館を所有

し宴会客と宿泊客を分担させている点が挙げら

れる 開業当初は，本館に客室が7室あり，ふす

まを取り外せる構造になっていた. 1985年頃に改

築を行い，客室を 7室から 4室にし. 50名を収容

できる宴会場を l室設けた.この頃から日帰り客

が増加したと考えられる

しかし，アンコウ鍋ブームにより客は増加傾向

であったが. 2000年頃からは横ばい状態である

1985年頃までは，夏は主として栃木県，茨城県南

部，東京都，埼玉県など関東近県から家族連れの

海水浴客，冬季は宴会と宿泊する男性グループが

1 11jで利用することが多かった この中には日立

製作所関連の従業者が多く含まれていた 稼働率

は. 7 月から盆までの稼働率が80~90%程度であ

り，冬季は忘年会が主で50~60%程度であった

そのため，収入は夏と冬で間程度であった. しか

しその後，夏季の海水浴客が減少する一方で，冬

季の日帰り宴会客が増加し始めた 特に，アンコ

ウ鍋が求心力となったことで，茨城県内のほか，

埼玉県，東京都，千葉県北部といった県外客が来

訪するようになった(第13図).民宿14の経営者は，

「夏季の客数は最盛期の l割程度であり，冬季は

それまで遠方で宴会をしていた地元企業が平潟で

宴会を行い始めたのではないか.Jと話す

(3) 民宿の事例③:民宿10 (元海産商)

民宿10は. 1970年に創業した畏宿で，井戸の入

地 I~ に位置する I~I~業者は現在の経営者の父で，

開業以前，父は平潟港の魚介類を扱う海産言語で

あった 海産商は，現在の経営者の祖父が開始し

た 民宿の開業当初は，海水浴客のみを対象とし

た 7~8 月のみの季節営業であった 夏季以外は

海産腐をしており，年間の収入は民宿によるもの

が約 3割. 1111買によるものが約 7割であった.現

在の経営者は.1975年まで、東京で、勤務していたが，

父の死去に伴い，イq1寅人と民宿業を引き継いだ

その後 • 1978il三には民宿を周年営業するようにな

り. 1985年頃に民宿業に専業化した この時期に

は周囲の民宿も徐々に周年営業へと変化していっ

たという

民宿10の現在の労働力は，経営者とその妻. 30 

代の息子に加えて正社員 1~2 人，パートを 10人，

板長 l人を雇用している.パートは，平潟のほか，

磯 関本，勿来，大津といった周辺地域に居住

している 1泊の料金は8.550P=j~ 15.900円である

現在の客の発地比率は，茨城県内が30%.栃木県，

埼玉県，東京都がそれぞれ10%程度であり，湾岸

線を利用した千葉県，神奈川県からの来訪者もみ

られる 11月から 3月の利用が約 8割を占めてお

り， とりわけ12月と 2月の客数が多い. 200811三の

リーマンショック以降，企業の利用がますます減

少しバブル期の稼働率を100%とすると，バブ

ル崩壊後は80~90%.現在は70%程度である.民

宿10は平潟港の員参権を所有し，海:J主商組合に所

属している. 民宿で提供する魚は， jjjl別として

平潟港で、仕入れているが 不足する場合は勿来ゃ

いわき中央，小名浜から仕入れる.仕入れる魚は，

9~1l月はヒラメ，カレイ，通年でアナゴ，不定
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Wjでヤリイカやタラなどである

1985年以降，夏季の家族連れ客が減少し年間

の利用客数も減少したが，冬季の男性客が増加し

た. 1985{j三からノてブルj卦i実j坊にかけては.11月か

ら12丹の宴会シーズンの客が多く，客数に占める

日立製作所社員の割合が高かったバブル崩壊後，

企業利用は減少し少人数グループでの利用者に

変わっていった アンコウ鍋のブームは. 1985年

以降のご当地グルメブームによる. どぶ汁をベー

スとした味噌仕立てのものであり，平潟独特のも

のであった.メディアの影響により，アンコウ鍋

の求心力が高まり，冬の宴会客が増加した

民宿10の経営の特徴は，こうした観光客への対

応と，規模の拡大にある まず，宿泊客のニーズ

に対応した増-改築が挙げられる.開業当初Jは民

家を改造した造りで，客室数は12畳間が2室.4.5 

畳間が3室. 6畳間が3*の合計8室，宿泊代金

は 1~白 1.000円であった 最初の増改築は1980年

に行われた.この増築で@;物が2階建てとなり，

客室として 7畳半の部屋を 5'5主力11えた13室となっ

た.その後. 1985{1三年iに納屋を 5畳11司4室と 10畳

間2室に改築し離れとした.この頃には，海水

浴客がiMmれの大部屋で、雑魚寝するほどであった

1996年に本館(主屋)を建て替え. 2008年には，

;JIj館(11ヨ，離れ)を 8畳間 4室と 12畳間J1室に改

築した 現在，本自立は 8畳11:¥J5室.10畳間]3室で

ある

さらに， インターネットの導入も挙げられる

2005年頃にウェブサイトを開設し，また大手イン

ターネット予約サイトと契約を結んだ 2010年の

夏季の予約実績では約 l割がインターネット予約

で残り約 9制が電話予約であるが，インターネッ

トを閲覧しての電話予約も相当数あるという

一方，民宿10は，工IZi易港温泉の権利を 2仁i所

有しており，本館と離れでそれを行使している

権利金は l仁1(10年)で30075P=J. 1か月あたり

8万円の給H3J料がかかる しかしこうした温泉

の存在は，宿民宿10の魅力のーっとなり，客を

きつける要因となっている

以上のように，現在も経営を行っている宿泊業

者は.平潟町全体のjJi))向に対応して経営形態を変

化させてきたことが分かる 高度経済成長期から

のレジャーブームに伴う海水浴客の増加や，アン

コウ鍋ブームに伴う冬季の宴会客の増加などに

よって平潟IIIJの宿泊業は維持されてきたが，今後

も経営を維持していくためには，新たなブームの

創出，ならびに顧客の需要に対応した経営が必要

となると考えられる

V 平潟町における漁業地域の構造変容

V-1 漁業地域の変容

王子潟港における漁業と漁業関連産業への調査か

ら得られた知見により，漁業.1rjJ貸業-宿泊業の

3者の相互関係と，平潟11汀の漁業地域としての変

容過程を第141~ に示した

本稿では，工IZ潟宇佐におけ'る漁業の変濯を，漁業:

発展J4n.漁業拡大-変動WJ. ?¥{J，当り前小JVJの三期]に

区分した‘戦前から高度経済成長期jにあたる漁業

発展Wj には • ì'(卒、法の導入や技手jrÿ1ì~~新がiヌi られ，エド

{P.~i径の漁業が大きく成長した 底曳*liJ漁は.大iトー

宇DJJtn に愛知県?fji1n~地方から伝わり，以降干潟の漁

業の中心となった

漁業拡大-変動期jが始まる高度経済成長期には

jま曳漁船が地力LIし 漁獲過剰が!!t~jJcjで地元の磯1-.J"

漁場を荒廃させ，小規模な沿岸漁業を衰退させた

漁獲能力の高い底曳網漁船は減船の対象となる一

方で. 1970年代の漁船の大型化・遠洋化の流れの

なかで北洋サケマス漁や遠洋トロール船に転換す

る加も:IJLれた.スタントロール船と i呼ばれる鉄製

大型船への改良が図られ 平潟港における泊、業最

盛期を迎えた.資源の枯渇，オイルショックによ

る燃料価格の高騰，漁業従事者の減少によって，

1980年代前後から大型漁船の休廃業や底曳網漁船

の小型化. 5t 規模の小型船の1出~IJがみられ，漁

業経営体の階層分化が進んだ

1980年代tJ，!¥年，漁業縮小期へと転換し平潟港

では. ilil合・小型底曳網?，({¥と遊漁船，船曳網漁が

j也j或の漁業経済を支えている

一方，漁業の変化に並行するように，漁業関連

もそれぞれに変化を遂げてきた まずーっ目
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は1rjJ買人である.底曳網漁が中心である平潟港の

水揚物の特徴は，多魚種でかつ鮮魚、のまま販売さ

れる高級魚、が多い点である また，常磐線も整備

されたことから平潟港で、水揚した魚介類は翌日に

は築地iliJ易にU:!帯することができる. 1970年代ま

で、の漁獲量が多かった時期には，出荷i習は大阪や

京都まで、広がっていた 1980年代以降，底曳網漁

船が減少-小型化しそれに応じて漁獲量も最盛

期より減少してくると，海産高の経営も 131:せて縮

小した 漁獲量の減少した現在では出子育|習が縮小

し，関東地方の卸売市場が主たる取引相手となっ

ている.経営を継続している海産高は， IJJ道 6号

沿いに観光客向けに小売り )~5舗を設け，出荷医IJ或

を狭める，あるいは出荷市場の担当者と連絡を取

り合った上で、出荷する商1171を決めて損のi:Uない取

引を行うなどの対応をしている

また，漁業の発展とともに増加してきた加工業

者も，平潟港における底曳網漁、の盛衰によって経

を変化させてきた.戦前に蒲鉾製造をしていた

加工業者は， 1960年代後半に， タコ加工業者と繰

り物加工業者に分化した タコ加工業者は，当初

は平潟港で水揚げされた原料を使用していたが，

大手水産会社の遠洋トロール船がアフリカ ;rj!で漁

獲しJ令凍されたアフリカダコを輸入するようにな

ると，輸入原料への依存が強まった また，練り

物加工業者は，底曳網漁で、漁獲された雑魚、などを

原料の一部に}召し 1ていたが，スタントロール船の

!在感にずれ '\;Mí~#l、の水揚げが減少すると，その多く

を外国からのij!命入原料に頼るようになった オイ

ルショック後に輪入原料が高騰したことや，練り

物JJII工1111の価格低下の影響により，加工業者は減

少している 現在も経営を継続している加工業者

は， タコ加工が 21lq:，繰り物加工が 511司:程度で，

カット野菜の導入や販路の I~m拓なとと経営上の工夫

を取り入れている

海産高や加工業の変化と性質一を5呉!毛ミにするのが，

主に白j港巷で、イイ土但仕:ゴ土!上:入れた{忠Ir的、I.'f粁'f

i隣境境iの住民に!販坂売してきた行F砕商fi人でで、ある. 行商人の

経営は，かつては常磐炭田の社宅や近隣市IIIJ村の

住宅地などを主な販売先にしていたが，スーパー

マーケットなどの大型小売mの増加，モータリ

ゼーションによる自動車の普及.常磐炭Iflの閉鎖

といった要因によって，行商活動は衰退した ま

た，かつての 1)アカーやパスー 自転車といった行

砲の移動手段は，自動車へと変化し顧客の数も

限定的になった 行商活動の担い手は女性を i中心

とした60~70歳代であり，今後は顧客の高齢化と

ともに縮小を続けていく傾向にある

一方，高度経済成長期にはレジャーブームや民

宿ブームに代表されるように由民の余暇活動が活

発化した.それにより.福島県いわき市の勿来海

水浴場に近接する平潟では 海水浴の宿泊客の急

増を受けて仲良人や漁家が夏季季節営業の民宿を

相次いで開業した 民宿の開業の背景としては，

7~8 月が}哀史網漁の休漁期で、あったことが最大

の要因である そのため 民宿の開業は休漁期の

漁家や行商人などの1111買人の余剰労働力の燃焼機

会となった また，漁家や1'11良人であるため，新

鮮な魚介類を宿で提供することがIlftmであった

1980年代に入ると，民宿業は夏季常業から通年

営業へ転換するこつした7i干長には，海水浴のブー

ムが終わり，バブル経済Wiを迎えて， {1::jlrJの米平等

に占める近隣の企業からの冬季の宴会容の比率が

高くなったことが挙げられる また， 1980年代か

らの漁業経済の縮小により仲良人から民宿業へ特

化して通年営業を行う経営者も現れた. こうした

変化は，加工業者や海産高が減少したことや，海

産i窃のt:tliD了間j或が縮小するなど魚、業の縮小に伴

う仲買人の変化とも無関係ではない. さらに，バ

ブル経済期のグルメブームによって，平潟のj魚自lli

料理である「どぶ汁Jが見直され，アンコウとい

う地域資源への注目が高まった.現在にかけては，

不況の影響もあり，旅館と民宿ともに団体客の減

少から小規模グループ客へ客層が転換している

民宿も建物を締麗に改装し板前を雇用して料理

に力を入れるなど，旅館と民宿の違いはほとんど

無くなってきている

V-2 漁業地域の構造

本稿では，平潟町を漁業とその他漁業関連産業
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が有機的な関連をもっ一つの治、業地域として捉え

て，それらの相互関連をみてきた.本節では，そ

れぞれの主体の活動をふまえ，人と水産物の動き

から，平潟港を結節点として漁業地域の構造がど

のように構成されているか また，それらを規定

する平潟!llJの地域的性格について考察する 第15

図には平潟町における漁業および漁業関連産業の

活動をふまえた平潟町の空間構造の模式I~I と，漁

業のあり方を規定してきた平潟町の地域的性格を

示した.

平潟11ITでは沖合・小型底曳網漁、，船曳網漁，小

出船での一本釣りや採飽などが主たる漁業種頒と

して営まれている 漁場は操業に一日以上を要す

る沖合漁場， 日帰り可能な沿岸漁場， 11波付漁場の

3つに分けられ，それぞれに沖合・小型底曳綿漁

はiljl合漁場，船曳志向漁は沿岸漁場と利用する i二で

漁場を使い分けている.現在では，スタントロー

ル船の減船によって，乗組員の船曳網など個人漁

漁業地域平潟urrの借造

ο 
図卸売市場

O 人 一一一ι 水産物の動き

411 ノi、売応一一一-人の動き

への転換が図られ，船曳網の経営体数が多くなっ

ている そのため，平潟!IITの漁業者にとって沿岸

漁場の存在感が増している 例外的に船曳網漁で

漁獲されるシラスは，主に大津港の)JI]工業者の手

にわたるが，いずれの漁業形態も全量を平潟港で

水揚げする

水揚げされた水産物は海産夜加工業者，行街

人，宿泊業者からなる仲買人によって出荷-販売

される f(IJ、:判2

ある 出荷!圏歪雪jは' 築i地也市j場易をはじめとした!関謁東i地也

方の在釘卸11売市j場易でありか， 平潟j港在では一定数海海:産商が

存在し現在でもその役2害説i詩tは大きい また，近近:1燐蜂

の地域にj居舌住する一般住民に対しては行商人が直

接訪1'，間?干古習!ト日苧J丹引!可7訂;販坂売する 水揚量が減少したことや， 行消寺費

者の寅い物行3弱動す訪jが変化したことなとど守によつて， 行

商人は大きく減少したが，かつては魚介類を介し

て，平潟港の漁業者と近隣の住民とを結ぶ存在で

あった 加工業者は，平潟港でのタコ水揚げの不

平潟IIlTのJ{sJ或i拘性格

陸豊漁港としての性格

j・天然の/J、港湾で、あることから漁船の

大型化が困難

→底曳網漁業への依存

:・高級1m魚1111が水揚物の特徴

多獲性大衆魚をや心とする大津港と

の機能的分担

額都市との近接性

:・水揚げの翌日に出荷が可能(築地

その他関東市場)

-市場出荷に対する海産商の優位性

:・観光客・訪問客のアクセス利便性

霊童狭小な土地条併二と地域

;・港に迫る狭小な土地。条例ニによってJm

工業の発達が問答:

→間二魚出荷の卓越

→海産街・行商人の経営維持=今民宿

業への転換および観光業への依存

第 151~1 漁業地域平潟I!lTの構造

(ljf1き取り訊l査により作成)
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振を受けて輸入原料に切り替えたため，一部の業

者がタコやイカなどを仕入れる~)、外は，工jZ(持港か

ら加工業者への水産物の流れはない.市場出荷し

ている加工業者は，海品E商|百j様，県内もしくは関

東地方の卸売市場へ製1131を出荷している. また.

平潟 11IT内の民宿や近i鋒の小売Jlfへの出荷もみられ

た

一方，宿泊業者は仕入れた水産物を県内をはじ

めとした関東地方各地から訪れる観光客へ提供す

る.平潟町を訪れる観光客は，遊漁船で、の釣りを

@的とする釣り客と，民宿や旅館での食事や溢泉

を目的とした宿泊客に分けられる.釣り客は，県

内をIII心として，わずかに関東地方の近県に及ぶ

範囲から訪れる.宿泊客は，県内をはじめ東京都

や栃木県など関東地方各地からまとまって訪れ

る

このようにj魚業地j或としての工jZ潟Il!Tの特徴は，

漁家の他港水揚げや漁業関連産業の他港での仕入

れが少なく，基本的に I~I 港水揚げが主体の完結し

た水産物の漁業空間を構成していることにある

そのため，地域の漁業と漁業関連産業は密殺に

びついており，平潟港の特徴ともいえる底曳網漁

による多魚種・高級魚、を特徴とする海産物は，海

産商，加工業者，行商人によって出荷-加工され

る.工IZ潟港をあiEjI'i}去とした水産物の流通空間が関

東地方を中心に広がる一方で遊漁船の客や旅館-

民宿の宿泊客といったまとまった数の綴光客も関

東地方の近県から訪れているという漁業地域の構

造を示している

こうした特徴を規定する平潟Il!Tの地域的条件と

しては，以下の三点、が挙げられる

一点自には，工IZ潟港のもつ漁港としての性格で

ある 平潟港は，天然の良港として明治~mに陸上

交通が整備されるまで商港として栄えた.それ

が，漁港としての礎となったが，天然の小港湾ゆ

えに大型巻網船なととの入港に適さなかったー漁業

拡大・変動期には. lOOt以上の規模となる

トロール船や北転船(北洋転換底曳網漁船)の船

主となる経営体も現れたが， これらの漁船は船籍ー

のみを平潟港に置き，荷台は主に小名浜港などに置

かれた このことからも.平潟港が漁船の入港に

限界をもっていた港であったことが伺える.漁船

の大型化に対応できなかった平潟港では，結果と

して底曳網漁への依存につながった.このように，

大型巻網船が操業し多獲性大衆f~~ を漁獲物の特

徴とする点は，隣接する大津港と機能分担できて

いるといえよう 多魚種-高級魚という水揚物の

特徴は，加工よりも鮮魚、 II~U荷の形態に適している

ため，鮮魚、出荷を主体とする海産市jの存在の-I}t

Itlになっている

- I~l は，関東を中心とした百者1$陸!との近接性

である 平潟港は茨城県112北部に位置するが，水

揚げの翌日に築地その他関東地方の各卸売市場へ

の出荷が可能な位置にあり 東京への近接性が高

い このことは，市場出荷に対する海産許jの{憂{立

ttにつながか海:産高の存続の安!天!となっている

また，都市への近接性は.平潟Il!Tにとって，観光-

訪問客のアクセス利便性においても有利な点で、あ

る

コ Jごi~ I~l は，狭小な土地条件で、ある 平潟Il!TI人jは

緩傾斜:1犬でかつ複数の山が入り組んでおり，住民

の居-住地が密集ーした(，{U1;J1~t矧を J~~ している その

ため，平潟 I l!T内では • /t長}京物の円安i に N~えるよう

な十分な広さの土地が?Wiく，大津港のようにシラ

ス加工業が発展しなかったと考えられる.結果，

平潟Il!Tの力[]工業者は， タコ加工業や純物加工業と

いった広しヨ土地を必要としない資本集約iめな加工

業を取り入れた経営形態を取り入れている

VI おわりに

本研究では，茨城県北茨城市平潟IIITを事例に，

泊、家と漁業関連産業の相互の関係を通11寺的に分析

し平潟 11IJにおける漁業地域の構造を，漁業のみ

ならず漁業関連産業の動態を含めて考察してき

た.本研究で明らかになった知見は以下の通りで

ある

平潟IllJの地域を構成する要素として，以下の 3

点が挙げられた ①平潟港がもっ，天然の小港湾

という性格，②首都圏との近接性，③狭小な土地

条件である この 3点に規定されて，平潟11汀の漁
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業と漁業関連産業が展開しその展開過程は 3つ

の時期に区分された.漁業が経済の中心であっ

た，戦前から高度経済成長期にかけての「漁業発

展期J.漁業の最盛期仁社会情勢の変化を受け

て地域内が変動した 高度経済成長期から1980年

代までの「漁業拡大-変動期J.漁獲量が減少し

漁港としての機能が縮小した， 1990年代以降の「漁

業縮小期jである

「漁業発展期jにおいて，大正初期に愛知県蒲

郡地方から平潟港に底曳網漁が伝播したことは，

その後の漁業地域としての性格を決定付けた.r漁

業拡大-変動期Jには底曳網漁船が増加し小

規模な沿岸漁業が衰退した全国的な漁船の大型

化-遠洋化の流れのなかで，平潟11IJでも 1970年代

には北洋船や，遠洋トロール船に転換する船が現

れ，スタントロール船と呼ばれる鉄製大型船への

改良がIZlられた.平潟IIITの漁業が最も栄えた時期

である. しかし，資源の枯渇，オイルショックに

よる燃料館li格の高騰，漁業従事者の減少によっ

て， 1980年代前後から大型漁船の休廃業や底曳網

漁船の小型化， 5t規模の小型船が地加し漁業

経営体の階層分化が進んだ 一方で，高度経済成

長に伴うレジャーブームの影響で，民宿が増加し

平潟町の経済を支えた. r漁業縮小期Jには， 20t 

以上の漁船が減少し漁業経営体の減少，船主の

廃業なと¥平潟IHTにおける泊、業が占める経済的地

位が低下した その一方で、パフソレ経済期のグルメ

ブームによって，平潟町の漁 I~ílî料理である「どぶ

汁Jが見産され，アンコウへの注目が高まった

1990年代以降は，アンコウという地域資源を生か

した観光業への依存を高めている

平潟IIJTの漁業は漁業成長期から漁業拡大-変動

期を経て，現在の漁業縮小期へと変化する一方で，

仲買人の活動は漁業に伴い縮小し民福業に転換

する経営体が増加した すなわち，現在にかけて

平潟港の漁業は，民宿業など観光業との関連を強

め，アンコウなどの地魚の高付加価値化の取り組

みを通じて，活路を見いだしてきたといえる. こ

のようなブランドイヒや観光イヒの動向は，現在にお

いて， 日本の漁業全体に共通する新たな課題であ

り，平潟j巷に限った事例ではない. しかし

港の事例を通じて，漁業地域におけるブランド化・

観光化には，治、業のみならず漁業関連産業が果た

す役割が重要であることが指摘できる

本研究の現地調査に際して，エIZiF.~漁業協同組合の武子氏をはじめとして平潟 IHTの皆株には多大なるご協

力を受け賜りました.なお，添付の土地平IJJFJI玄!の製l;glは宮坂和人技官に依頼しました t:u二，記して厚く

lð~J 宇 LIÏ'llJ二げます

本1iJ[究には平成22・23:¥1三度科学研究費補助金基盤研究 (A)iフィールドワーク方法論の体系化ーデー

タの取得・管理・分析・流通に関する研究-J (課題番号 22242027，代表者 村山祐司)の一部を使用

した

[注]

1 )男性行翻人は，その一部が1985il三頃に民宿業に転換したため，減少した
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